
心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌
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「
石
の
上
に
も
3
年
」で 

高
付
加
価
値
旅
行
者
を
掴
む

　
２
０
２
４
年
３
月
の
訪
日
外
客
数
が
３

０
０
万
人
を
突
破
し
、
単
月
と
し
て
過
去

最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
依
然
拡
大
を
続
け
て
い
る
。

特
に
北
米
や
豪
州
、
欧
州
か
ら
の
誘
客
は

好
調
で
、
日
本
政
府
観
光
局
が
発
表
し
た

『
訪
日
外
客
数（
２
０
２
４
年
３
月
推
計

値
）』
に
よ
る
と
、
対
２
０
１
９
年
３
月

日
の
伸
率
は
、
米
国（
64
・
３
％
），
豪
州

（
87
・
４
％
）、
ド
イ
ツ（
66
・
１
％
）、
ス

ペ
イ
ン（
88
・
４
％
）
な
ど
、
高
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が

急
速
に
回
復
す
る
な
か
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
未
然
に
防
ぎ
、
持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
は
、
地

方
分
散
化
や
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
獲
得

は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
認
知
度
の

低
か
っ
た
地
域
が
、
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
呼
び
込
め
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
石
の
上
に
も
3
年
」だ
。

　
本
特
集
で
は
、
欧
米
豪
の
高
付
加
価
値

旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
採
用
す
る「
秋
田
県
」

と「
海
の
京
都
D
M
O
」
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
研
究
を
行

っ
て
い
く
。
い
ず
れ
も
、
も
と
も
と
は
外

国
人
に
と
っ
て〝
マ
イ
ナ
ー
な
地
域
〞
な

が
ら
、
3
年
間
を
か
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
に
よ
っ
て
誘
客
を
生
み
出
す
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
次
頁
か
ら
は
、
各
事
例
の

概
要
や
カ
ギ
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
考
察
し

た
い
。

事例研究
1

海の京都ＤＭＯ
インバウンド誘客プロジェクト

秋田県
インバウンド誘客プロジェクト

インバウンド戦略
「3年の計」

2

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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り
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イ
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ラ
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じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」再
分
析
よ
り 

自
分
だ
け
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リ
ア
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な
体
験
・
交
流
を
求
め
て

Z
世
代
の
旅
行
ス
タ
イ
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仙
台
市
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
、

み
よ
し
D
M
O
、
箱
根
登
山
バ
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
聞
い
て
み
た
！

観
光
現
場
の

D
M
P
活
用
事
例



事例研究
2

オーバーツーリズムを防ぎ、持続可能な地域づくりをするために、
インバウンドの地方分散化や高付加価値旅行者の誘客は、大きなテーマとなっている。
一方で、認知度が低い地域への誘客が、一朝一夕にできるほど簡単ではないことも事実だ。
本特集では、３年の期間をかけて取り組んだプロモーションが奏功し、
欧米豪の旅行業界に注目されるようになった２つの地域の事例を通じて、
高付加価値旅行者を地域に呼び込むための、プロセスやキーポイントを考察していく。

海の京都ＤＭＯ
インバウンド誘客プロジェクト

イラスト／畦原雄治

『秋田県インバウンド欧米豪ミドル富裕層向けプロモーション』研究より

高付加価値旅行者を
呼び込む

インバウンド戦略
「3年の計」

3 June  2024



to

向
け
の
情
報
発
信
で 

効
果
的
な
誘
客
戦
略
を

　
本
特
集
で
研
究
す
る「
秋
田
県
」
と「
海

の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
ず
れ
も
欧
米
豪
の

高
付
加
価
値
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
る
。
こ
の
層
の
特
徴
に
つ
い
て
は

『
と
ー
り
ま
か
し
２
０
２
２
年
６
月
号 V

ol.

68
』
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
１
人

あ
た
り
の
旅
行
消
費
金
額
の
大
き
さ
や
、

欧
米
豪
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
は
共
通
点
が
多

く
ま
と
め
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
い
こ
と
、

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
の
あ
る「
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
市
場
」
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、〝
そ
の

土
地
な
ら
で
は
〞
の
自
然
や
文
化
に
対
す

る
関
心
が
高
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

「
秋
田
県
」
と「
海
の
京
都
D
M
O
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
通
点
は
、
現
地
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
構
造
を
踏
ま
え
て
、
コ
ン
セ
プ
ト

設
計
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
図
１
の「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

海
外
旅
行
会
社
の
商
流
構
造（
Ｂ
Ｂ

Ｃ
）」
は
、
欧
米
豪
の
高
付
加
価
値
旅
行

者
が
旅
行
を
予
約
す
る
際
の
商
流
と
情
報

構
造
を
表
し
た
も
の
。「
価
格
が
高
く
と

も
質
の
良
い
旅
行
を
し
た
い
」
と
考
え
る

高
付
加
価
値
旅
行
者
は
、
自
身
の
志
向
に

合
っ
た
海
外
旅
行
会
社
に
信
頼
を
置
く
ケ

ー
ス
が
多
く
、
旅
行
を
決
め
る
際
の
タ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
は
海
外
旅
行
会
社
が
担
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
カ
ス
タ
マ
ー
に
直
接

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、
海
外
旅

行
会
社
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
、
カ
ス
タ

マ
ー
に「
お
す
す
め
で
き
る
旅
先
の
選
択

肢
」
と
し
て
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

欧
米
豪
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
高
付
加
価
値
旅
行
者
は

ど
の
よ
う
に
旅
行
手
配
す
る
の
か

欧
米
豪
の
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
定
す
る
と
き
に
、

ま
ず
知
っ
て
お
き
た
い
の
が
、彼
ら
が
「
ど
の
よ
う
に
旅
行
手
配
を
し
て
い
る
か
」と
い
う
点
だ
。

「
秋
田
県
」と
「
海
の
京
都
D
M
O
」の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
前
提
と
な
っ
た
、

欧
米
豪
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
流
構
造
を
ご
紹
介
す
る
。

商流
研究

海外旅行会社がタッチポイントとなることが多い、欧米豪の高付加価値旅行者市場。同じ高付加価値旅行者でもア
ジア市場の場合はショートホールでリピーターも多いため、OTA経由の予約も多い。そのため、カスタマー向け（to C）
の情報発信も効果的だ。

図1  オーダーメイド型海外旅行会社の商流構造（BtoBoC） 提案 手配

日本 現地マーケット

③行程における
　提案資料に活用

②エリア情報を
　チェック

カスタマー
（顧客）

参照・行程表
づくりに活用

⑦手配依頼 ⑥手配依頼

⑧手配

①問合せ

④提案
⑤受注

【主要都市】 例:東京
＋

【主要都市】 例:京都
＋

【その他エリア】 ※探す

その他エリアを選定してメジャーエリアを
検討するため、＜地域のエリア情報＞をチ
ェックして組み合わせ方をカスタマイズ
しながら行程をつくって提案

約2週間の行程
具体的に旅行商品を造成するための
素材が登録・更新されているリスト

エリア特徴を説明した
カスタマーが訪れるべき理由

レストラン
ガイド

アクティビティ

宿泊施設事業者
交通手段
その他

地域のエリア情報

コンテンツを持つ
各事業者

海外旅行会社＋
ツアー・

オペレーター

日本旅行会社・
DMC

（ランド・オペレーター）

地域DMO or
地域DMC

INBOUND  STRATEGY
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切
。
つ
ま
り
、
カ
ス
タ
マ
ー
向
け（
C
）

よ
り
も
海
外
旅
行
会
社
向
け（
B
）
の
情

報
発
信
が
効
率
的
な
の
だ
。

　以
前
J
R
C
が
実
施
し
た『
欧
米
豪
ミ

ド
ル
富
裕
層
研
究
』
の
タ
イ
プ
分
類
で
は
、

「
観
光
名
所
好
き
の
旅
行
上
級
タ
イ
プ
」
や

「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
自
然
愛
好
タ
イ
プ
」、「
デ

ィ
ー
プ
な
日
本
を
開
拓
タ
イ
プ
」
な
ど
、

旅
行
ス
タ
イ
ル
や
志
向
に
よ
っ
て
、
い
く

つ
か
の
カ
ス
タ
マ
ー
タ
イ
プ
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
自
地
域
に
フ
ィ
ッ
ト
す

る
の
は
ど
の
カ
ス
タ
マ
ー
タ
イ
プ
な
の
か

を
検
討
し
、
そ
の
カ
ス
タ
マ
ー
タ
イ
プ
を

得
意
と
す
る
海
外
旅
行
会
社
を
見
定
め
る

こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

海
外
旅
行
会
社
と
対
話
し
、 

地
域
の
魅
力
を
磨
く

　地
域
の
観
光
資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ

の
プ
ロ
セ
ス
で
も
、
カ
ス
タ
マ
ー
の
ニ
ー

ズ
を
熟
知
す
る
海
外
旅
行
会
社
の
視
点
や

意
見
は
、
非
常
に
有
益
な
情
報
と
な
る
。

「
秋
田
県
」
と「
海
の
京
都
D
M
O
」
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

欧
州
に
拠
点
を
置
く
海
外
旅
行
会
社
数
社

と
デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
重
ね
、

コ
ン
セ
プ
ト
設
計
や
資
源
の
磨
き
上
げ
、

販
売
ツ
ー
ル
や
受
け
入
れ
体
制
整
備
な
ど

を
行
っ
た
。
次
頁
か
ら
は
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

た
い
。

　私たちが扱う旅行商品は、すべてが顧客
の旅行スタイルに合わせたオーダーメイド。
だからこそ、常に新たな旅先を探し、調査と
研究を行っています。いかに個性的で興味
深い目的地を提案できるかが、競合他社と
の差別化を図る要因になるからです。
　日本は旅行の目的地として成熟してきて
おり、米国や英国にはゴールデンルートを
経験したことがある人も多い。現在、すでに
オーバーツーリズムの問題を抱えている地
域があることも認識しています。それでも、
日本には美しい文化や自然があり、新幹線
や飛行機でのアクセスが良く、混雑を避け
られる“知られざる”目的地が、まだたくさん
ありますよね。例えば、私は一昨年の11月と
昨年の4月に秋田を訪れましたが、非常に素
晴らしい経験でした。乳頭温泉の混浴露天
風呂やヤマモ味噌醤油醸造元など、非常に
ユニークな体験ができ、顧客も興味を持っ
てくれると確信しました。
　新たな目的地を顧客に自信を持って提案
できるようになるまでには、通常３年ほどの
期間が必要です。１年目は地域やコンテン
ツへの理解を深めて準備を行い、２年目に
は現地視察やセールスチームのトレーニン
グをし、翌年旅行予定の顧客にツアー販売
を開始。３年目は顧客からのフィードバック
を確認し、問題があれば改善していきます。
この間、日本サイドからの情報のアップデー
トや受け入れ体制のブラッシュアップなどの
サポートは欠かせないので、最低でも３年間
は継続的に伴走してほしいですね。

英国に拠点を置く「オードリー・トラベル」は、多くの欧米系高付加価値旅行者を顧
客に持つ大手旅行会社。ジャパン・スペシャリストとしてセールスを担当するデイビ
ッド・ピートさんは、東京近郊で英語教師として働いた経験をもつ日本通として、食
や文化、自然などの日本の魅力を多くの顧客に伝えている。

ジャパン・スペシャリスト
David Peat
デイビッド・ピートさん

AUDLEY TRAVEL
オードリー・トラベル

海外旅行会社にロンドンで取材！
Interview in London!

「ツアー造成から販売受け入れ整備まで
3年間は継続して伴走してほしい」

5 June  2024



3
年
間
と
い
う
継
続
性
が 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功
の
カ
ギ

　
３
年
間
を
か
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
が
、
秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
特
徴
だ
。

図
２
の
通
り
、
同
事
業
は
地
域
サ
イ
ド
と

海
外
旅
行
会
社
サ
イ
ド
が
伴
走
し
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
地
域

視
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
ご
紹
介
し
た
い
。

　
表
１
の
通
り
、
１
年
目
は「
地
域
の
こ

と
を
海
外
旅
行
会
社
に
知
っ
て
も
ら
う
」

フ
ェ
イ
ズ
だ
。
そ
の
た
め
、
秋
田
県
内
の

観
光
資
源
の
棚
卸
し
を
行
い
、
海
外
旅
行

会
社
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
高
付
加

価
値
旅
行
者
に
訴
求
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ

を
造
成
。
地
域
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

2
0
2
1
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

秋
田
県
か
ら
同
事
業
を
受
託
し
た
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
と
も
に
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
種
を
蒔
き
、い
ま
花
開
き
始
め
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
。

秋田県

事例研究

11年目 2年目　 3年目　
地域 海外旅行

会社 カスタマー 地域 海外旅行
会社 カスタマー 地域 海外旅行

会社 カスタマー

4月～
6月

7月～
9月

10月～
12月

1月～
3月

予
約
実
績
１
０
０
０
万
円
超
え
！

秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
年
間
で
海
外
15
社
が
販
売
す
る
ま
で
に
成
長

秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

図2  3年間のステップイメージ（コンテンツ造成から訪日まで）

表1  地域で準備すべきことと目指す成果

欧米豪の高付加価値旅行者の予約は、旅行日の1年ほど前から行われるのが一般的。海外旅行会社の商品企画担当
者やセールスメンバーはトレーニング期間を経て、商品を販売できる体制を作っていく。

追
加
の

コ
ン
テ
ン
ツ

造
成 Ｆ

Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー

参
加
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

ツ
ア
ー
＆

販
売
ツ
ー
ル

磨
き
上
げ セ

ー
ル
ス

チ
ー
ム
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

問
い
合
わ
せ
対
応
・

追
加
情
報
提
供

問
い
合
わ
せ
対
応
・

Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
準
備

地
域
資
源
の
整
理
・

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
・

販
売
ツ
ー
ル
作
成

問
い
合
わ
せ
対
応
・
追
加
情
報
提
供
・
売
れ
筋
ツ
ア
ー
型
化

本
格
販
売
中

地
域
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の
理
解
を
深
め
、

販
売
に
向
け
た
準
備
（
う
ま
く

い
け
ば
一
部
テ
ス
ト
販
売
開
始
）

コ
ン
テ
ン
ツ
の

意
見
交
換

本
格
販
売
中
・
販
売
ツ
ア
ー
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

予
約
増
加

訪
日
客

増
加

予
約
増
加

海外旅行会社の意見や
要望を取り入れながら、
高付加価値旅行者の志
向にあった観光コンテン
ツの磨き上げを継続的
に行っていくことがポイ
ント。FAMツアーを行う
ことで受け入れ体制の
整備なども進んでいく。

INBOUND  STRATEGY

1年目　
認知獲得～理解促進

2年目　
理解促進～販売準備

3年目　
売れ筋型化～誘客

ブランド □ブランドコンセプトとターゲッ
ト設定

□継続 □継続

コンテンツ
造成

□海外旅行会社の意見を取り入
れながら、誘客に直結するメイ
ン訴求コンテンツを決めて造成

□追加のサブコンテンツ造成
□海外旅行会社の反応にあわせ

て販売コンテンツの磨き上げ
□コンテンツをつなぐプチツアー

の企画を開始

□海外旅行会社の要望にあわせ
て磨き上げ・プチツアーの造成
と磨き上げ

販売ツール
＆PR

□販売ツール（タリフ、マニュアル、
ライブラリー）を作成して告知

□販売ツールの磨き上げ
□新しいコンテンツなど情報を

告知

□海外旅行会社の要望にあわせ
て必要な販売ツールの磨き上げ

□継続的にニュース性が高い情
報を告知

FAM
ツアー

□FAMツアー開催準備 □FAMツアーを開催して理解促進
と磨き上げ

□メディアや海外旅行会社、DM
　CからFAMツアーの要望に対

応して開催

受け入れ
体制

□問い合わせ窓口
   （海外側/地域側）の体制構築

□問い合わせ窓口の体制強化 □問い合わせ窓口の自走化

成果 □海外旅行会社の認知アップ 
（一部販売開始）

□海外旅行会社の本格販売開
始、顧客の認知アップで一部
予約獲得

□海外旅行会社の販売本格化で
予約拡大、地域の持続可能な
体制構築

カスタマー
（顧客）



え
る
販
売
ツ
ー
ル
を
作
成
し
、
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ

ア
ー
の
開
催
準
備
な
ど
も
行
っ
た
。

　
２
年
目
は
、
主
に「
地
域
の
魅
力
を
磨

き
上
げ
る
」
フ
ェ
イ
ズ
だ
。
海
外
旅
行
会

社
と
対
話
や
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
の
開
催
を
通

じ
て
理
解
促
進
を
図
り
、
そ
の
反
応
を
も

と
に
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
。
旅
行
者
の
交
通
利
便
性
や
宿
泊
地

な
ど
も
踏
ま
え
て
、〝
点
〞
だ
っ
た
各
コ
ン

テ
ン
ツ
を〝
線
〞
と
し
て
つ
な
ぐ
プ
チ
ツ

ア
ー
な
ど
も
企
画
。
地
域
側
の
受
け
入
れ

体
制
の
強
化
も
行
っ
て
い
る
。

　
３
年
目
は
、「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を〝
売

り
や
す
い
型
〞
に
整
備
し
、
本
格
的
な
誘

客
が
始
ま
る
」
フ
ェ
イ
ズ
。
海
外
旅
行
会

社
や
D
M
C
の〝
売
り
や
す
さ
〞
を
優
先

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
販
売
ツ
ー
ル
を
さ
ら

に
磨
き
上
げ
た
。
ま
た
、
F
A
M
ツ
ア
ー

や
実
際
に
秋
田
を
訪
れ
た
高
付
加
価
値
旅

行
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
活
か
し
、

継
続
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
も
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
だ
。
次
頁
か
ら
は
、

１
年
ご
と
の
プ
ロ
セ
ス
の
詳
細
と
成
果
を
、

各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
た

リ
ア
ル
な
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
お
届
け
し

て
い
き
た
い
。

秋田県プロジェクトに
関わったメンバー（一部）

図3における「販売ツール」とは、海外旅行会社が顧客に秋田県を提
案する際に使用するツールのこと。具体的には、ブランドコンセプト
やマニュアル、タリフ、ライブラリー、ツアー表を指す。それぞれの概
要は左記の「用語集」を参照。

国内外で多様なステークホルダーが
関わる本プロジェクトのなかでも、
大きな役割を果たしたメンバーの一
部をご紹介！

図3  商流構造（BtoBoC）にあわせて準備した販売ツール 提案 手配

日本 現地マーケット

③行程における
　提案資料に活用

②エリア情報を
　チェック

カスタマー
（顧客）

参照・行程表
づくりに活用

⑦手配依頼 ⑥手配依頼

⑧手配

①問合せ

④提案
⑤受注

【主要都市】 例:東京
＋

【主要都市】 例:京都
＋

【その他エリア】 ※探す

その他エリアを選定してメジャーエリアを
検討するため、＜地域のエリア情報＞をチ
ェックして組み合わせ方をカスタマイズ
しながら行程をつくって提案

約2週間の行程
具体的に旅行商品を造成するための
素材が登録・更新されているリスト

エリア特徴を説明した
カスタマーが訪れるべき理由

レストラン
ガイド

アクティビティ

宿泊施設事業者
交通手段
その他

地域のエリア情報

コンテンツを持つ
各事業者

海外旅行会社＋
ツアー・

オペレーター

日本旅行会社・
DMC

（ランド・オペレーター）

地域DMO or
地域DMC

みたて
松崎幸代さん
日本の体験プログラムを、海外
旅行者に向けて提供するランド
オペレーター「みたて」。本プロジ
ェクトでは、「Japan-san」ととも
にコンテンツやツアーの造成、
プロモーション設計を支援。
DMCや地域DMCとして予約・
手配なども一部担当する。

じゃらんリサーチセンター
松本百加里
インバウンドを専門とするJRC
の研究員。本プロジェクトでは、
研究員の視点を活かし、カスタマ
ータイプの分類や商流構造の分
析、コンセプト設計、コンテンツ
造成などに幅広く関わってきた。

田沢湖・角館観光協会
中山里沙さん
本プロジェクトの主要エリアの
ひとつである仙北市の田沢湖角
館観光協会に所属。「Japan-
san」や「みたて」とともに観光コ
ンテンツの企画や造成に関わ
り、本プロジェクトと地域の事
業者をつなぐ役割も果たす。仙
北市の地域おこし協力隊員。

ヤマモ味噌醤油醸造元
高橋  泰さん
江戸末期に湯沢市で創業した
老舗「ヤマモ味噌醤油醸造元」
の7代目。早期からインバウンド
に力を入れており、日本の伝統
的な発酵文化の魅力を、独自の
世界観や美意識で世界に発信
する。本プロジェクトには2年目
から参加している。

角館 樺細工 製造販売元 八柳
八柳浩太郎さん
明治9年の創業以来、角館の伝
統工芸である樺細工の製造販
売業を営む「八柳」の7代目。本
プロジェクトにおける人気体験
コンテンツ「樺細工体験」を担
当。プロジェクトスタート時か
ら、多くのFAMツアーや旅行者
を受け入れている。

Japan-san
マイケル・ストックさん
英国に拠点を置く訪日旅行専門
のコンサルティング・PR会社

「Japan-san」創業者。本プロジ
ェクトでは、高付加価値旅行者
の志向を踏まえた観光コンテン
ツの開発、プロモーションの設
計などをサポート。海外旅行会
社の代弁者として、多くの役割を
果たす。

7 June  2024

DMC（ランドオペレーター）
「Destination Management 
Company」の略。本プロジェク
トでは、海外旅行会社の依頼を
受けて、日本における旅行の予
約や手配などを行う旅行会社
を指す。

地域DMC
秋田エリアに特化したDMCを
指す。DMCの依頼を受け、地域
の事業者とコミュニケーション
を取り、予約や手配を行う。

マニュアル
秋田県の基礎情報やアクセス
情報、エリアごとの観光コンテ
ンツなどが掲載されるPDFデー
タ。海外旅行会社が顧客に提
案する際に役立つよう編集され
ている。

タリフ
体験コンテンツの概要やアクセ
ス情報、料金、所要時間、受け入
れ時期、などが記載されている。
金額や所要時間等の各条件に
は、DMCからの要望が反映さ
れている。

ライブラリー
観光のイメージ画像や説明文、
旅程のサンプルなどが格納され
た共有ライブラリー。海外旅行
会社とDMCに共有され、情報
のリサーチや資料作成などに
使用。

本特集における
定義

ターゲットタイ
プの 顧 客 を持
つツ ア オペ の
意見を取り入れ
て造 成や 情 報
整備

ブランドコンセプト

マニュアル

タリフ・ライブラリー

売れ筋ツアー型化

FAMツアーを経て
コンテンツをつないだ

ツアー表作成

1年目

3年目3年目

2年目2年目



1
コンテンツを整備し、海外旅行会社への認知度を上げる

年目

観
光
の
核
と
な
る 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
３
年
間
を
通
じ

て
、
継
続
的
に
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き

上
げ
や
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
を
行
っ
て

き
た
。
特
に
1
年
目
は
、
県
内
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
入
念
に
行

い
、観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
実
施
し
た
。

　
さ
ら
に
、
海
外
旅
行
会
社
へ
の
デ
プ
ス

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

や
利
便
性
と
合
致
す
る
仙
北
市
の
角
館
と

乳
頭
温
泉
郷
を
注
力
エ
リ
ア
に
選
定
。
樺

細
工
体
験
や
秋
田
犬
の
散
歩
ツ
ア
ー
な
ど
、

そ
の
後
の
誘
客
戦
略
の
軸
と
な
る
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
を
造
成
し
た
。

 

「
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
海
外
旅
行
会
社
と

対
話
を
重
ね
た
こ
と
で
、
進
む
べ
き
方
向

性
が
明
確
に
。
そ
の
結
果
、
１
年
目
の
時

点
で
、
大
手
海
外
旅
行
会
社
２
社
が
秋
田

県
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
販
売
し
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」（
松
本
）

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
通
じ
て
、「Japan

-san

」
や「
み
た
て
」
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
。
コ
ン
テ
ン
ツ
や
販
売
ツ
ー
ル
の
作
成
、

Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
の
設
計
、
予
約
・
手
配
窓

口
の
役
割
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
を
深
く
理
解
す
る
彼
ら
の
知
見

が
活
か
さ
れ
た
の
だ
。

秋田県

事例研究

1INBOUND  STRATEGY

「1年目はエリアを絞り込むこと
でリソースを集中させ、より質
の高い観光コンテンツを造成
することを意識しました。仙北
市の角館と乳頭温泉郷エリア
を注力エリアに定めた背景に
は、武家屋敷の桜や樺細工な
どの魅力的なコンテンツがある
ことに加え、新幹線でのアクセ
スがよく、ゴールデンルートと
組み合わせやすいから。このエ
リア選定のプロセスにも、もち
ろん海外旅行会社やパートナ
ーの知見が活かされています」

じゃらんリサーチセンター
松本百加里02

ターゲットのニーズを踏まえて
注力すべきエリアを絞り込む

「日本には有名な観光スポ
ット以外にも、“その土地な
らでは”の自然や文化がた
くさんあります。たとえば
英国で秋田犬は非常に人
気が高く、『秋田犬と散歩
したい』と考える旅行者は
多い。また、農泊なども『リ
アルな日本を感じられる』
と受け止められる傾向があ
ります。海外旅行会社との
対話は、このような気づき
を与えてくれます。また、こ
れらのコンテンツの魅力を
伝える際には、海外旅行会
社や顧客の心に響く、写真
や文章を用意することも
重要なポイントだと思います」

Japan-san　
マイケル・ストックさん01

旅行者の目線に立って観光資源を見つめ、
“伝わる表現”で情報発信する

Point Point 

「本プロジェクトの観光コンテンツは継続的に販売されるため、地
域の事業者が外国人旅行者の受け入れに前向きであることは重要
なポイントだと思います。私は地域の事業者の方々にプロジェクト
について説明する機会が多かったのですが、いきなり『JRC』や『み
たて』の人が説明に訪れてしまうと、身構えてしまう方も多いはず。
観光協会が間に入ることで、最初からある程度の地域の信頼を得
られ、事業者の皆さんの理解を得やすく、話を受け入れてもらいや
すくなったのではないかと思います」

田沢湖・角館観光協会
中山里沙さん03

観光協会が間に入ったことで
地域の事業者の理解がスムーズに

Point 
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成果
販売旅行会社数  2社



2年目

エ
リ
ア
の
拡
大
と 

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ

　
２
年
目
は
注
力
エ
リ
ア
の
範
囲
を
湯
沢

エ
リ
ア
や
男
鹿
半
島
エ
リ
ア
に
も
拡
大
し
、

ヤ
マ
モ
味
噌
醤
油
醸
造
元
で
の
発
酵
食
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
体
験
な
ど
、
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、

各
エ
リ
ア
で
複
数
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み

合
わ
せ
た
お
す
す
め
の
プ
チ
ツ
ア
ー
の
企

画
を
開
始
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ

セ
ス
に
は
、
海
外
旅
行
会
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の

意
見
や
要
望
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
エ
リ
ア

や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載
す
る
た
め
に
、

販
売
ツ
ー
ル（
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
タ
リ
フ
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行

い
、
海
外
旅
行
会
社
10
社
へ
の
情
報
提
供

を
行
っ
た
。

 

「
２
年
目
の
５
月
に
は
海
外
旅
行
会
社
４

社
が
参
加
す
る
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
も
実
施
。

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ

も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初『
み
た
て
』

が
担
っ
て
い
た
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
役
割
を
引

き
継
ぐ
地
元
の
人
材
に
巡
り
合
え
た
こ
と

も
、
こ
の
年
の
成
果
で
す
」（
松
本
）

　
２
年
目
に
は
、
秋
田
県
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
販
売
す
る
海
外
旅
行
会
社
が
９
社
に
増

加
。
６
人
の
予
約
に
つ
な
が
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
誘
客
が
始
ま
っ
た
。

「FAMツアーは、地域の魅力を旅行会社やメディアにPRする貴重な
機会。地域への理解を深めてもらうために、参加者には事前に地域
の特徴やツアー情報を共有。また、ツアーの完成度を高めるため

に、事業者とも入念に打ち合わせ
を行いました。受け入れ側の『見せ
たいもの』ではなく『旅行者が知
りたいこと』を伝えることが大切。
FAMツアー同行時にも、そのよう
な話題を引き出せるようにサポー
トすることを心がけました」

みたて
松崎幸代さん05

FAMツアーの完成度は地域の印象を左右する

「2年目は、湯沢や男鹿半島などにもエリアが拡大し、新たなコンテ
ンツも多く生まれました。販売ツールではこれらの情報をアップデ
ートし、ウェビナーなどで海外旅行会社10社に共有。このような情
報発信をすることで、地域への理解が深まり、愛着を持ってくれる
旅行会社の担当者も多くなりました。積極的なコミュニケーション
は、秋田ファンを増やすことにつながっています」

Japan-san　
マイケル・ストックさん04

海外旅行会社への情報共有で
秋田県のファンを増やしていく

Point 

Point 

「事前に計画していないFAMツアーの要望が突然舞い込むケース
もありますが、予算不足で引き受けられないと機会損失につながる
ことも。そのため、ある程度の予算をプールしておくことは大切なポ
イントではないでしょうか。一方、ツアーを要望する旅行会社やメデ
ィア、インフルエンサーの影響力が、コストに見合うのかを見極める
ことも必要。そのときに、海外の旅行業界やメディアに詳しい人材
がいると心強いですね」

06
FAMツアーに対応するための
予算確保も大切なポイント

Point じゃらんリサーチセンター
松本百加里

「FAMツアーに同行していると、海外の専門家たちの反応を通じ
て、地域の豊かさにあらためて気付かされることが多いですね。乳
頭温泉郷のお風呂や角館の武家屋敷、樺細工のような伝統工芸な
ど、ここにしかない魅力がたくさんある。私は地域おこし協力隊の
メンバーとして“外”からこの地域に来たので、海外の方の反応を見
ていると、『やっぱりすてきな地域だよね』とうれしくなります」

07
海外の旅行者からの反応が
地域にとっての自信につながる

Point 田沢湖・角館観光協会
中山里沙さん

9 June  2024

FAMツアーを実施し、少しずつ誘客も始まる

成果
販売旅行会社数  9社

予約金額  約90万円（約15万円×6人）



3
年
間
の
努
力
が
実
を
結
び 

海
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
地
域
に

　
３
年
目
に
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

っ
て
造
成
さ
れ
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
販

売
す
る
海
外
旅
行
会
社
が
15
社
に
増
加
。

70
人
の
予
約
が
入
り
、
推
定
総
額
約
１
０

５
０
万
円
の
売
上
を
獲
得
す
る
な
ど
、
本

格
的
な
誘
客
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
、
海
外
旅

行
会
社
や
D
M
C
の
要
望
を
踏
ま
え
て
継

続
的
に
磨
き
上
げ
て
き
た
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
や
プ
チ
ツ
ア
ー
の
完
成
度
の
高
さ
だ
。

 

「
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
る
こ
と
も

必
要
で
す
が
、
同
じ
く
ら
い
大
事
な
の
が
、

『
売
り
や
す
い
形
に
す
る
』こ
と
。
そ
れ
が
、

3
年
目
の
大
き
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
販
売

シ
ス
テ
ム
に
載
せ
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

条
件
の
確
認
や
話
し
合
い
、
必
要
な
情
報

の
追
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
細
か
な

調
整
を
行
い
ま
し
た
」（
松
崎
さ
ん
）
　

　
こ
の
年
は
、
18
社
向
け
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

な
ど
で
情
報
共
有
を
行
い
、
旅
行
会
社
や

Ｄ
Ｍ
Ｃ
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
が
参
加
し
た
Ｆ

Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
も
８
回
開
催
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
英
国
の
高
所
得
者
向
け
人
気
旅

行
雑
誌『
コ
ン
デ
ナ
ス
ト
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
』

や
英
国
高
級
紙『
タ
イ
ム
ズ
』
な
ど
に
掲

載
さ
れ
る
な
ど
、
秋
田
県
へ
の
注
目
が
さ

ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

誘客が本格化し、地域に好循環が生まれる

年目
秋田県

事例研究

1

3
INBOUND  STRATEGY

じゃらんリサーチセンター
松本百加里10

プロジェクトを進めながら
地域に必要なヒトやモノを見極める

「プロジェクトを進めるなかで『地域に足りないヒトやモノ』も見え
てきます。たとえば１年目は『みたて』が地域DMCの役割を担って
いましたが、２年目にはこの役割を担える地域の人材と出会い、３
年目にはその方だけで対応できる状況になっています。プロジェク
トを走らせながら、地域に必要なヒトやモノを補っていくことも、大
切なポイントです」

みたて
松崎幸代さん08

コンテンツをブラッシュアップし、
『売りやすい形』でDMCに提供する

Point 

Point 

「一番大切なのは、最初の観光コンテンツをしっかり作り、市場に
届けることだと思います。それさえできれば、海外旅行会社やDMC
が改善点や要望を教えてくれます。『宿泊施設の品質は？』『予約窓
口は？』『＋αで楽しめる近隣の体験は？』……。これらの意見に
対応していくことで、観光地域として磨かれていくという、好循環が
生まれるのです」

Japan-san　
マイケル・ストックさん09

核となるコンテンツができれば
地域と市場がつながり、好循環が生まれる

Point 

「３年目は、海外旅行会
社に対して旅行商品を
販売するDMCの要望
を聞きながら、観光コン
テンツや、各コンテンツ
を組み合わせた半日〜
１日のプチツアーを、彼
らが“売りやすい形”に
することに注力しまし
た。彼らの販売システム
に乗ることで、秋田県の
観光コンテンツやツア
ーが、訪日旅行のオプシ
ョンの一つになる。この
点は、非常に重要なポイ
ントだったと思います」

英国の高所得者向
け人気旅行雑誌『コ
ンデナスト・トラベラ
ー』2023年11月版
では、「ヤマモ味噌
醤油醸造元」のガス
トロノミー体験など
が紹介された

10

成果
販売旅行会社数 15社

予約金額 約1,050万円（約15万円×70人）



3
年
間
継
続
す
べ
き
理
由

 

「
３
年
間
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
が
、
や
は
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
。

こ
の
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
一
歩
一
歩

進
む
こ
と
に
は
、
３
つ
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
が
、
海
外
旅
行
会
社
や
Ｄ
Ｍ

Ｃ
と
の
信
頼
構
築
や
受
け
入
れ
体
制
を
整

備
で
き
た
こ
と
。
２
つ
目
が
、
海
外
旅
行

会
社
サ
イ
ド
が
販
売
体
制
を
準
備
す
る
期

間
を
確
保
で
き
た
こ
と
。
そ
し
て
３
つ
目

が
、
海
外
旅
行
会
社
や
D
M
C
と
の
対
話

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ（
点
）

を
ツ
ア
ー（
線
）
に
し
て
磨
き
上
げ
続
け

ら
れ
た
こ
と
で
す
」（
松
本
）

　
も
ち
ろ
ん
現
在
も
、
海
外
旅
行
会
社
や

D
M
C
と
対
話
を
繰
り
返
し
な
が
ら
継
続

的
な
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
情
報
発
信
、

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
旅
行
者
が
秋
田
県

を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
日
本
に
は
、
秋
田
県
の
よ
う
に〝
そ
の

土
地
に
し
か
な
い
〞自
然
や
文
化
を
持
つ

地
域
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。

外
国
人
の
視
点
で
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
海
外
旅
行
会
社
や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
と
信
頼
関

係
を
構
築
し
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
磨

き
上
げ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

は
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
の
心
を
掴
む
観

光
地
域
づ
く
り
へ
の
、
一
つ
の
道
筋
に
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地域の事業者の声

角館の樺細工は、山桜の樹皮を使った伝統工芸品。その歴史や技術を
学び、樺細工づくりを体験できる1時間ほどのワークショップは、1年目か
らメイン観光コンテンツとして人気に。ものづくり体験だけでなく、店舗
の奥に広がる住宅や蔵も案内し、“職人の暮らし”を紹介している

1867年創業の醸造元の7代目・高橋 泰さん。
秋田県プロジェクトでは2年目から、蔵の各所
を巡りながら発酵グルメ＆ワインのペアリン
グを楽しめるガストロノミー体験（1名3万円
以上）を展開。建築家でもある高橋さんが手
掛けた空間の独自性も人気の理由だ

八柳浩太朗さん高橋 泰さん

角館 樺細工 製造販売元 八柳ヤマモ味噌醤油醸造元
「実際に受け入れてみることで海外の方が
何に興味を持つのかがよくわかるようになった」

「自信を持って変えないことと旅行者に合わせて
変えること。そのバランスを見極めていく」

「私たちの本業は『ものづくり』ですから、最初は外国人旅行者向け
の『樺細工体験』に不安も感じました。でも、実際にFAMツアーや
お客さんを受け入れてみると、彼らが何に興味を持つのかが少しず
つ見えてくるんです。伝統工芸を代々受け継いでいることに価値を
感じてくれたり、木を枯らさずに樹皮を剥ぐ技術を『サステナブル
だ』と認めてくれたり、なかには『自分で使うものを自分で作るよう
な丁寧な暮らしっていいよね』と言ってくれる方もいて、うれしかっ
たですね。彼らは樺細工をただ作りたいのではなく、その背景にあ
る歴史や文化にも触れたいのだと思います。日本が好きでここに来
てくれた外国人に対して、樺細工の魅力や価値を伝えていくことは、
私たちにとっても貴重な経験になっています」

「和の発酵文化の価値を世界に伝えたいという思いで、この蔵で発
見されたViamver®（ヴィアンヴァー）酵母を使った体験型のディナ
ーツアーを行っています。FAMツアーに参加された方や海外旅行会
社の方からは、『建築も含めて非常にユニークな体験なので、この世
界観は変えないほうが良い』と言っていただくことが多いですね。一
方で、実際にハイエンドなお客様を受け入れていくなかでの学びや
気づきもあります。たとえば、湯沢は角館からでも片道1時間30分
かかるので、ディナーツアーを楽しむなら宿泊施設の整備が必要。
その点を踏まえ、現在はオーベルジュの開業の計画も進めています」

事業者事業者 0102

歴史や文化への関心が高い高付加価値旅行者を呼び込むためには、
“その土地ならでは”の体験を提供する、地域の事業者の存在が不可欠。
本プロジェクトの軸となるコンテンツを提供するキーパーソンに話を聞いた。

11 June  2024



サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
先
と
し
て
世
界
が
注
目
！

海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
1
年
に
コ
ン
セ
プ
ト
策
定
を
行
っ
て
以
来
、

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
先
」と
し
て
世
界
に
注
目
さ
れ
る
海
の
京
都
エ
リ
ア
。

天
橋
立
や
伊
根
の
舟
屋
な
ど
の
独
自
の
景
観
や
文
化
を
次
世
代
に
残
し
な
が
ら
、

観
光
地
域
と
し
て
持
続
し
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た
。

海の京都
DMO

事例研究

2
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
域
を 

実
現
す
る
た
め
の
３
年
計
画

　
２
０
２
３
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ

た「W
orld travel m

arket

」
で
、「
海

の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と「Japan-san

」
が
共

同
で
手
掛
け
た
伊
根
の
舟
屋
な
ど
で
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が「Responsible 

Tourism
 A
w
ard

」の「O
ne to W

atch

」

を
受
賞
。
２
０
２
４
年
に
は
、
宮
津
市
の

伝
統
的
な
織
物「
藤
織
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
、「T

he Green D
esti

nations Story A
w
ards IT

B Berlin

」

の「C
ulture &

 T
radition

」 

部
門
で

世
界
３
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
旅
先
と
し
て
注
目
さ
れ
る
海
の
京

都
エ
リ
ア
。
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
が

残
る
同
地
域
で
は
、
古
く
か
ら〝
持
続
可

能
的
〞
な
営
み
が
続
い
て
き
た
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
そ
の
存

在
感
が
高
ま
る
き
っ
か
け
は
、
２
０
２
１

年
に「
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」が「Japan-san

」

と
と
も
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定

し
た
こ
と
。
古
墳
時
代
か
ら「
丹
後
王
国
」

INBOUND  STRATEGY

海の京都DMO海外プロモー
ションマネジャー。米国ニュ
ーヨーク州出身。「海の京都
インバウンドローカルガイド
養成講座」アドバイザーを経
て、現職。地域のサステナビ
リティ・コーディネーターとし
ても活躍する。

ジェシー・
エフロンさん

日本海に面する京都府北部地域の
７市町（福知山市、舞鶴市、綾部市、
宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野
町）が連携し、エリア一体となった観
光地域マネジメントを行う。同エリ
アには天橋立や伊根の舟屋などの
独自の景観のほか、和食や自然、伝
統工芸などさまざまな魅力が点在。
近年は、ゴールデンルートの京都や
大阪からのアクセスも良好なことか
ら、外国人旅行者にも注目される。

海の京都DMOとは

2021年 ブランドキーとフォーカスグループイ
ンタビューによるコンセプト設計

2022年 旅行会社や地元コミュニティとの持
続可能な調査とツアー開発

2023年 地域のレスポンシブルなマニュアル
制作と地域の持続可能なサポート体
制づくり

『海の京都DMO』の3カ年計画

12



と
し
て
栄
え
た
と
考
え
ら
れ
る
海
の
京
都

エ
リ
ア
は
、
大
陸
文
化
伝
来
後
も
日
本
固

有
の
文
化
が
残
る
場
所
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

エ
リ
ア
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を「O

rigin of Japan

（
和
の
源
流
）」と
し
、
伝
統
的
な
文
化
や
環

境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
避
け
、〝
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
観
光
地
〞で
あ
る
こ
と
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
た（
ポ
イ
ン
ト
01
参
照
）。

　
２
０
２
２
年
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会（
Ｇ

Ｓ
Ｔ
Ｃ
）
の
基
準
に
基
づ
い
た
プ
ロ
ダ
ク

ト
の
造
成
を
ス
タ
ー
ト
。
地
域
を
巡
り
な

が
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義
を
伝
え
、

受
け
入
れ
サ
イ
ド
の
負
担
に
な
ら
な
い
ツ

ア
ー
の
在
り
方
を
調
査
し
、
海
外
旅
行
会

社
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
食
文
化
や

伝
統
工
芸
な
ど
を
楽
し
む
ツ
ア
ー
を
造
成

し
た
。（
ポ
イ
ン
ト
02
参
照
）。

 

「
持
続
可
能
な
観
光
の
認
証
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｇ
Ｓ
Ｔ
Ｃ

は
基
準
が
明
確
な
た
め
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
活
か
し
や
す
い
。
ま
た
、〝
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
〞

と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、『
環
境
』
を
思
い

浮
か
べ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
は『
持
続
可
能
な
管
理
』、『
社
会
』、『
文

化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』が
含
ま
れ
ま
す
。
こ

の
４
つ
の
柱
に
即
し
て
地
域
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
て
い
く
こ
と
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て

の
大
き
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
ジ

ェ
シ
ー
さ
ん
）

02
持続可能なツアーの造成 ブランドキーに基づくコンセプトづくり

「『Japan-san』とともに取り組んだコンセプト設計では、欧米豪の
質の高い旅行者を顧客にもつ欧州旅行会社（イギリス・フランス）
のセールス担当者などへのフォーカスグループインタビューを行い
ました。具体的には、海の京都エリアの地域の概要や観光コンテン
ツを紹介したうえで、『この地域をどのように顧客に紹介するか』、

『海の京都エリアが強調すべき特徴はなにか』、『地域をPRする際
の主な課題はなにか』などをテーマに、それぞれ1時間ほどのディス
カッションを行いました。その結果をブランドキー・モデルに落とし
込むことで、私たちの強みや『Origin of Japan』というメッセージが
浮かび上がりました。また、観光がもたらすベネフィットを維持しな
がら、伝統的な自然や文化を守っていく『サステナブルな旅』の必要
性も明確になりました」（ジェシーさん）

「サステナブルなツーリズムを実現するうえで、GSTCの基準は非常
に役立ちます。また、認証を受けることには、プロモーション面での
メリットもあります。ただ、本当に大切なことは、地域が今の伝統的
な暮らしや文化を本当に守っていけるのかという点です。『未来のお
客さまが、今のお客さまと同じ質の経験をできる』ための仕組みを
作ることが、DMOとしてのミッションだと思います。そのため、ツア
ー造成をするときは、地域のみなさんの声に耳を傾けることを心が
けました。たとえば、伝統工芸体験を引き受けてくれる事業者の方
には『どの時期に、何人くらいまでなら本業に支障がでませんか？』
と聞いてみます。また、観光事業者ではない方の話を聞くことも大
切です。地域のみなさんがウェルカムでなければ、旅行者もハッピ
ーにはならないからです」（ジェシーさん）

01Point Point 

ブランドキー・モデルとは、欧州
のマーケティング業界などで用
いられるブランディングの手法
のひとつ。左図のような鍵型の
ベン図を用いることで、ブランド
の個性や差別化ポイント、核と
なるエッセンスなどを視覚的に
整理することができる

上／宮城県の松島、
広島県の宮島ととも
に、日本三景の一つ
に数えられる宮津市
の天橋立。下／海際
に、一階部分が舟置
き 場 になった“ 舟
屋”が並ぶ伊根の舟
屋の光景

13 June  2024



　
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
に
は
ま
た
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
旅
に
関
心
を
持
つ
海
外
旅

行
会
社
を
対
象
に
Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
お
よ
び

ス
タ
ッ
フ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、

海
の
京
都
エ
リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
と
海
外
旅
行
会

社
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
も
力
を
入
れ
て

い
る（
ポ
イ
ン
ト
03
参
照
）。

 

「
海
外
旅
行
会
社
と
の
関
係
性
を
育
む
こ

と
で
、
彼
ら
は
よ
り
深
く
地
域
の
こ
と
を

理
解
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
海
の

京
都
に
マ
ッ
チ
す
る
お
客
さ
ん
を
送
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
受
け
入
れ
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
に
限
度
が
あ
る
地
域
な
の
で
、

質
の
高
い
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
う
こ
と

は
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に『
伊
根
約
束
』

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
ポ

イ
ン
ト
03
参
照
）。

　
２
０
２
３
年
に
は「Japan-san

」と
と

も
に
制
作
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
通
じ
て
、

地
域
の
情
報
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組

み
を
海
外
旅
行
会
社
に
発
信
。
ま
た
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ「LO

CA
L IM

PA
C
T

」

を
制
作
し
て
い
る（
ポ
イ
ン
ト
04
参
照
）。

　
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
造
成
し
た
ツ
ア
ー

の
売
上
は
、
２
０
２
３
年
の
１
年
間
で
１

９
０
０
万
円
以
上
に
達
し
、
イ
ギ
リ
ス
を

中
心
に
１
５
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。
２

０
２
４
年
は
、
前
年
の
２
倍
以
上
の
誘
客

を
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

海の京都
DMO

事例研究

2

「2023年には、海外旅行会社向
けのマニュアルとして「KYOTO 
BY THE SEA THE ORIGIN OF 
JAPAN Responsible Travel 
Trade Manual」を制作。2022
年〜23年には海の京都DMOの
英語版ホームページに、持続可
能な体験やプロジェクト、コミュ
ニティを紹 介 する『 LOCAL 
IMPACT』を作りました。『SUSTAI
NABLE』には自然環境保護のイ
メージを持つ方もいるため、

『RESPONSIBLE』や『LOCAL 
IMPACT』という言葉を選びました。これらの制作物は、海外旅行
会社や旅行者に向けて発信するものですが、制作の過程で私たち
自身が地域の持続可能性についてより深く学べたことも印象的で
した。また、記事の制作などを通じて地域の方とお話をすること
で、地域全体としても持続可能性への意識が高まったと思います」

（ジェシーさん）

INBOUND  STRATEGY

04
持続可能性を打ち出したプロモーション

Point 03
海外旅行会社と連携した
販売体制と「伊根約束」

「伊根のツアーを販売する海外旅行会社には、事前に伊根の伝統
や漁村の文化についての説明を行い、『伊根約束』へのサインをし
てもらいます。①2泊3日以上の滞在であること。②地元の体験コ
ンテンツを予約すること。③地元のレストランで食事をすること。
④顧客に旅前の教育を行うこと。この４項目が『伊根約束』です。
このステップは、伊根特有ののんびりした時間を楽しんでくれる質
の高い旅行者の誘客や、地域への経済効果を与えます。伊根は“何
もない小さな漁村”。そのことを知ったうえで来ていただくので、お
客さんの満足度にもつながっていると思います。海外旅行会社にと
っては、『伊根約束』にサインすることで、顧客が旅行時にDMOの
サポート（緊急電話窓口等）を受けられるなどのメリットがあります。
また、この『伊根約束』の仕組みは、将来的に『海の京都約束』にシ
フトしていく予定です」（ジェシーさん）

Point 

14



05
地域との連携と循環型観光

Point 

「地域がほんとうの意味で“サステナブルな旅
先”になっていくためには、たくさんのことに取
り組んでいく必要があると思います。海の京都
にはとても美しいトレイルがあるので、山を整
備していくことも必要です。海をきれいにする
ことも、地域のお祭を守っていくことも大切で
す。海外から来たお客さまを案内するガイドの
育成にも力を入れています。DMOのMには
MARKETINGとMANAGEMENTの2つの意
味がありますが、マーケティングだけでなくマネ
ジメントをしっかりしていくことが大切だと感
じています」（ジェシーさん）

15 June  2024

担当研究員より

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもとゆかり

『インバウンド都道府県ポジショ
ニング研究』など、インバウンドに
関する調査や研究を担当。2022
年7月より観光庁専門家派遣事
業に専門家として登録。

「なぜそのターゲットを狙うのか？」
共通言語化した内容を観光戦略に
入れて3年以上持続できる体制へ

　本研究の合言葉になった「石の上にも
3年」。しかし、目まぐるしくマーケットや
組織の人事体制が変わる中で、3年続ける
ことは至難の業だったりする。継続する
ためには、関係者全員にわかりやすく理
由を言語化しておくこと、そして観光戦略
にしっかり入れて推進する仕組みが必要
だ。例えば、なぜこのインバウンド市場や
ターゲットを狙いにいくのか、マーケティ
ングデータとともに根拠としてまとめてお
くことと、その結果どんな未来を地域で
つくっていきたいか、地域・観光事業者・住
民でどんな素敵な世界に導きたいかのビ
ジョンをセットで出すとよいだろう。その
ためにも、ターゲットを狙うための商流を
理解し自地域との相性のよさ、どのくらい
の期間で成果が出るのか、実行すべきマ
イルストーンを年度ごとに用意しておくと
持続的な体制が担保しやすくなるはず
だ。加えて、毎年実施した取り組みに対し
て効果の振り返りができることも必須
だ。本事例でも、予約数・販売実績を数
値で振り返りすることにこだわって推進
した。さらに、今回のような高付加価値層
を狙う場合には、海外旅行会社やDMC
との連絡が途絶えないための問い合わ
せ対応、地域情報を伝達し続ける体制が
重要だ。初年度から3年間継続する事業
として用意することで、年度替わりの空白
期間をなるべく減らせて機会損失も起き
にくくできるだろう。
　今一度インバウンドを自地域で推進す
る理由、ターゲットを設定した理由、観光
戦略・戦術の設定理由など、「なぜ？」をつ
きつめていただきたい。時間はかかっても
成果につながる近道だと思う。



観
光
に
関
す
る
多
様
な
デ
ー
タ
を

ま
と
め
て
閲
覧
、
分
析
で
き
る

　一
般
に
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
は
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
蓄
積
さ
れ
た
多
様
な
デ
ー
タ

を
閲
覧
、
管
理
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
（
基
盤
）
の
こ
と
」
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
自
ら
の
顧
客
の
デ
ー

タ
（
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
履

歴
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
）
だ
け
で
な

く
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
公
的
デ
ー
タ
も
搭
載

し
、
顧
客
に
な
る
前
の
ユ
ー
ザ
ー
に
つ
い

て
も
把
握
で
き
る
こ
と
だ
。利
用
者
は「
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
操
作
画
面

で
必
要
な
デ
ー
タ
を
参
照
、
分
析
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　中
で
も
「
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
は
、
都
道
府
県
や
地
域
な
ど
の
比
較

的
大
き
な
単
位
で
必
要
な
デ
ー
タ
を
集
め

て
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
構
築
し
、
基
礎
自
治
体
や
Ｄ

Ｍ
Ｏ
、
観
光
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
、

分
析
で
き
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ
れ
て

い
る
も
の
が
一
般
的
。
格
納
さ
れ
る
デ
ー

タ
に
は
、
国
が
発
表
す
る
宿
泊
や
消
費
に

関
す
る
統
計
デ
ー
タ（
公
的
デ
ー
タ
）、
携

帯
端
末
の
位
置
情
報
か
ら
蓄
積
さ
れ
る
人

流
デ
ー
タ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
、
さ
ら
に
自
治
体
の
調
査
デ
ー
タ
な

ど
独
自
の
デ
ー
タ
が
考
え
ら
れ
る
（
図

１
）。
た
だ
し
構
築
、
運
用
に
は
大
き
な
コ

そ
も
そ
も
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
現
状
と
可
能
性
に
つ
い
て
専
門
家
に
話
を
聞
い
て
み
た
。

見
た
い
観
光
デ
ー
タ
を
手
軽
に
閲
覧
し

施
策
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
で
き
る

?観光DMPとは？

仙台市
VISITはちのへ

みよしDMO
箱根登山バス

「ＤＭＰの活用による誘客促進・消費拡大」は、国が推進する「観光ＤＸ」の中にも含まれた活動の一つ。
いち早くその活用に取り組んだ組織の事例から、「なにができるのか」を探っていく

DMPはさまざまなデータを一元化し、利用者が閲覧できるようにする仕組みのこと。一般
のDMPサービスでは図の「DMP」部分に利用者自身がそれぞれ必要なデータを格納する
が、観光DMPでは、DMPサービス提供者がデータを収集し、対象となる利用者が使える状
態にしてあるのが一般的だ。格納されているデータはDMPによって異なる（詳細は事例参
照）

東京都立大学
都市環境学部観光科学科
大学院都市環境科学研究科
観光科学域　教授

清水哲夫さん
主な研究テーマは、観光市場
を科学的に理解し戦略的施
策を提案するための基礎研
究ほか。観光庁・観光統計
の整備に関する検討会委員
等も務める。

図1　観光DMPの基本的な構造

データ

施策

公的データ
宿泊旅行統計

観光消費動向調査
訪日外国人統計

など

ビッグデータ
人流データ
決済データ

など

プロモーション
広告の配信先決定

イベント実施
キャンペーン実施
旅行会社との連携

など

地域データ
Webサイトアクセスデータ

SNS関連データ
自治体による各種調査

など

DMP

戦略立案
ターゲット選定

プラン造成
連携先の選定

など

効率化
人員配置
価格設定

など

利用者
自治体／DMO／民間事業者 など

観光現場の
DMP活用事例

チャレ
ンジャ

ーに

聞いて
みた！
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ス
ト
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
程
度

目
的
を
絞
り
込
み
、
特
定
の
情
報
に
特
化

し
た
Ｄ
Ｍ
Ｐ
も
存
在
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
か
ら
人
流
デ
ー
タ
を
合
成
し
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
で
可
視
化
、
分
析
可
能
に
し
た

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
、
広
い
意
味
で
は
観
光

Ｄ
Ｍ
Ｐ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

現
場
が
使
っ
て
み
る
こ
と
が

内
容
の
改
善
に
つ
な
が
る

　観
光
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
詳
し
い
東

京
都
立
大
学
教
授
の
清
水
哲
夫
さ
ん
は
、

日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
現
状
に
つ
い
て
、
全
体

と
し
て
は
「『
ま
ず
は
存
在
す
る
デ
ー
タ

を
載
せ
た
』段
階
」と
見
て
い
る
。
デ
ー
タ

が
集
約
さ
れ
、
広
く
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
大
き
な
進
歩
だ
が
、
デ
ー
タ

の
更
新
頻
度
や
計
測
・
推
定
の
精
度
な
ど
、

「
利
用
者
側
が
求
め
る
形
に
な
っ
て
い
る

か
」
と
い
う
点
で
は
改
善
の
余
地
も
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
一
方
で
利
用
者
側
に
も

課
題
が
あ
り
、「『
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

い
』
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、『
ど
の
デ
ー

タ
か
ら
何
が
分
析
で
き
る
の
か
』
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い
な
い
」
場
合
も
多

い
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の
中
に
は
お
お
も

と
の
取
得
方
法
が
分
か
ら
な
い
も
の
も
あ

り
、
専
門
家
で
も
解
釈
が
難
し
い
。
同
じ

消
費
額
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
旅
ナ
カ
の
回
答

と
帰
宅
後
の
回
答
で
は
傾
向
が
異
な
る
こ

と
な
ど
は
そ
の
一
例
だ
が
、
そ
ん
な
中
で

精
度
の
高
い
デ
ー
タ
活
用
を
行
う
に
は

「
デ
ー
タ
の
意
味
を
翻
訳
で
き
る
人
材
の

育
成
も
必
要
」
と
清
水
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

　と
は
い
え
重
要
な
の
は
「
ま
ず
は
現
状

の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
使
い
倒
し
て
い
く
こ
と
」
と

も
言
う
。

 

「
日
本
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
は
ま
だ
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
ば
か
り
で
、『
こ
ん
な
デ
ー
タ
が

ほ
し
い
』
と
い
う
現
場
の
声
を
聞
い
て
い

く
段
階
。
使
い
方
に
つ
い
て
も
『
ど
う
使

う
の
が
よ
い
の
か
』
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
『
使
っ
て

み
る
』
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で
今
後
は
、

ど
う
デ
ー
タ
を
使
い
何
を
し
た
地
域
が
伸

び
た
の
か
、
ア
ク
シ
ョ
ン
情
報
を
含
め
て

情
報
を
吸
い
上
げ
、
成
果
を
検
証
で
き
る

仕
組
み
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
」

効
率
的
な
人
員
配
置
な
ど
に
有
効
？

Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
に
は

　現
段
階
の
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
活
用
法
と
し
て
清

水
さ
ん
が
と
く
に
注
目
す
る
の
は
「
供
給

側
の
調
整
」
だ
。「
誘
客
に
も
使
え
る
の
で

す
が
、
個
別
の
事
業
者
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
は
自
社
独
自
の
デ
ー
タ
の
方
が
使
い

や
す
い
場
合
も
。
こ
れ
に
対
し
、
地
域
の

混
雑
状
況
を
見
て
人
員
を
配
置
す
る
な
ど

内
部
の
調
整
に
は
Ｄ
Ｍ
Ｐ
が
強
み
を
発
揮

し
ま
す
」。
そ
の
他
、「
ラ
イ
バ
ル
地
域
と

の
比
較
」
な
ど
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
収

集
で
き
な
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
の
は
Ｄ

Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　次
項
か
ら
は
、
実
際
に
い
ち
早
く
Ｄ
Ｍ

Ｐ
を
使
っ
て
み
た
事
例
を
紹
介
す
る
。
ど

ん
な
デ
ー
タ
か
ら
何
が
で
き
る
の
か
、
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
む
助
け
と
な
る
は
ず
だ
。

上／日本観光振興協会が整備した「全国観光
DMP」の「地域の観光状況」データ。宿泊、来
訪、消費などの現状が把握できる　下／「おで
かけウォッチャー」の「前後別周遊分析」画面。
スポットごとに「その前にどこにいたか」「その
あとどこに行ったか」などが分かる

DMPのメリット

□客観的に施策が決められる
　今まで感覚的に決めていた施策を
　定量的に決められる。

□業務効率化の効果は大
　混雑データをもとにした
　人員配置などが可能。

□他地域との比較に強み
　自分たちでは収集できない
　データを参照し、
　自地域と比較できる

提言

まずは使い倒して
結果を蓄積し、
どんな使い方がよいのかを
考えよう

観光現場の
DMP活用事例
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□
背
景

仙
台
発
着
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
を

15
コ
ー
ス
作
っ
て
周
遊
を
促
す

　東
北
に
お
い
て
は
、
東
北
観
光
推
進
機

構
が
、
同
機
構
で
運
営
を
す
る
「
東
北
観

光
D
M
P
」
を
各
行
政
と
D
M
O
へ
提
供

し
、
観
光
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。
今
回

そ
の
活
用
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
仙
台
市

と
し
て
東
北
６
県
の
広
域
観
光
を
推
進
す

る
「
東
北
連
携
推
進
室
」
だ
。
　空
港
も
新

幹
線
の
駅
も
あ
る
仙
台
は
、
東
北
全
体
の

中
で
も
来
訪
者
が
多
い
土
地
で
あ
り
、
東

北
周
遊
発
着
地
と
し
て
も
旅
程
に
組
み
込

み
や
す
い
。
そ
の
た
め
市
と
し
て
は
、
仙

台
市
内
に
宿
泊
し
て
も
ら
い
つ
つ
東
北
を

巡
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
案
し
、
東
北
を

周
遊
す
る
観
光
ス
タ
イ
ル
の
認
知
度
を
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

　た
だ
し
東
北
地
方
に
は
、
魅
力
的
な
観

光
地
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
点
在

し
て
い
て
、
二
次
交
通
が
充
実
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
場
所
も
多
い
。
そ
こ
で
モ

デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
も
、

車
利
用
を
前
提
に
「
仙
台
を
発
着
地
と
し

つ
つ
各
地
を
巡
る
こ
と
の
で
き
る
ド
ラ
イ

ブ
コ
ー
ス
の
造
成
」
を
目
指
す
こ
と
に
な

っ
た
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
ど
う
活
用
し
た
か
？

訪
問
分
析
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
世
代
が

訪
れ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
を
洗
い
出
し

　造
成
す
る
コ
ー
ス
数
は
、「
ひ
と
り
旅
」

「
恋
人
と
の
旅
」「
友
人
と
の
旅
」「
両
親
や

子
と
の
旅
」
な
ど
同
行
者
タ
イ
プ
と
季
節

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
幅
広
く
押
さ
え
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
県
を
網
羅
す
る
た
め

に
目
標
を
15
コ
ー
ス
と
設
定
。
し
か
し
、

ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の
造
成
自
体
が
初
で
あ

り
、
ベ
ー
ス
と
な
る
情
報
も
全
く
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
、
ま

ず
は
東
北
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
（
詳
細
は
左
記
）

を
活
用
し
、
来
訪
者
数
の
多
い
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
洗
い
出
す
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
国
内
旅
行
者
の
訪
問
分

析
ペ
ー
ジ
で
、
今
回
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
メ

ー
ジ
に
合
わ
せ
て
「
居
住
地
」
は
関
東
、

「
性
年
代
」
は
20
代
～
30
代
す
べ
て
に
設

定
。
そ
の
う
え
で
、「
対
象
（
地
域
）」
を
県
、

「
期
間
」
を
２
０
２
３
年
９
月
～
２
０
２

３
年
11
月（
秋
）の
よ
う
に
設
定
し
、
来
訪

者
数
の
多
い
ス
ポ
ッ
ト
（
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
明
ら
か
に
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
な
い
場
所
は
除
く
）
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

組
み
立
て
た
い
の
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
旅
行
者
の
好
み
に
合
う
周
遊
ル
ー
ト
。

Ｄ
Ｍ
Ｐ
に
よ
り
来
訪
者
数
の
多
い
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
定
量
的
か
つ
簡
単
に
把
握
で
き
た
。

仙
台
市
を
拠
点
に
、近
隣
県
に
広
が
る

広
域
周
遊
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
を
造
成

仙台市

東北観光DMP

基本情報
利用者タイプ
自治体

活用したDMP 
（活用した主なデータ）
東北観光DMP 

（訪問地データ）

その他活用したデータ
じゃらん観光ガイドの 
一般公開データ

東北6県＋新潟県の
多様な観光データを網羅
2021年4月、東北観光推進機構が広域連携DMOとして
初めて立ち上げたDMP。東北6県＋新潟県について、各自
治体所有のWebサイト閲覧データやSNSのフォロワーデ
ータ、来訪者動態データや消費購買データなどのビッグデ
ータ、公的統計データ、アンケート調査データなど幅広い
データを閲覧、分析できる。来訪者データは、対象域内の
国内用3300、訪日用300の観光スポットを計測地点とし、
属性や周遊状況も分析可能。2023年度は人流と消費額の
クロス分析ができるようになるなど毎年進化を続けている。

?東北観光DMPとは?
運営主体：東北観光推進機構（広域連携DMO）

1
事例

18



て
仮
ル
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　コ
ー
ス
内
に
ス
ポ
ッ
ト
を
さ
ら
に
増
や

し
た
い
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｐ
以
外
の
デ

ー
タ
も
活
用
し
た
。
実
際
に
利
用
し
た
の

は
、「
じ
ゃ
ら
ん
観
光
ガ
イ
ド
」
の
ス
ポ
ッ

ト
ペ
ー
ジ
に
あ
る
評
価
項
目
。
こ
れ
ら
は
、

じ
ゃ
ら
ん
観
光
ガ
イ
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
投
稿

し
た
ク
チ
コ
ミ
情
報
が
集
計
さ
れ
た
も
の

で
、
同
行
者
タ
イ
プ
別
の
満
足
度
や
、
よ

く
訪
問
さ
れ
て
い
る
季
節
を
つ
か
む
ヒ
ン

ト
に
な
る
。
さ
ら
に
は
東
北
観
光
推
進
機

構
が
運
営
す
る
観
光
・
旅
行
情
報
サ
イ
ト

「
旅
東
北
」内
の
、
Ａ
Ｉ
が
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

を
作
っ
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
出
力
さ
れ

た
プ
ラ
ン
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
同

行
者
別
、
県
別
に
異
な
る
プ
ラ
ン
を
作
っ

て
い
っ
た
。

　こ
う
し
て
最
終
的
に
、
春
・
夏
・
秋
・

通
年
の
４
シ
ー
ズ
ン
×
ひ
と
り
旅
・
恋
人
・

友
人
・
両
親
や
子
の
４
タ
イ
プ
の
同
行
者

に
つ
い
て
、
全
17
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
造

成
。
完
成
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
は
、
仙
台

か
ら
東
北
を
巡
る
観
光
情
報
サ
イ
ト

「
mo
r
e
T
O
H
O
K
U
」に
掲
載
し
、
旅

行
情
報
ア
プ
リ
「
週
刊
じ
ゃ
ら
ん
」
等
で

情
報
発
信
も
行
っ
た
結
果
、
目
標
１
万
４

０
０
０
Ｐ
Ｖ
の
と
こ
ろ
、
約
１
カ
月
半
で

２
万
６
１
９
３
Ｐ
Ｖ
を
獲
得
し
た
。
ま
た

完
成
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
レ

ン
タ
カ
ー
会
社
に
も
呼
び
か
け
て
、
企
画

連
動
の
お
得
な
共
通
プ
ラ
ン
を
販
売
。
全

体
で
１
０
０
０
件
以
上
の
予
約
に
つ
な
が

り
、
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
に
も
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
の
よ
さ

人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
定
量
的
に
洗
い
出
し

短
期
間
で
合
理
的
な
素
案
が
で
き
る

　モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
る
場
合
、「
ど
こ

か
ら
決
め
る
か
」
に
悩
ま
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
い
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｐ
で
訪
問
者
数
の
多
い

「
人
気
ス
ポ
ッ
ト
」
を
客
観
的
に
洗
い
出

せ
た
こ
と
で
仮
ル
ー
ト
作
成
が
容
易
に
な

り
、
短
期
間
で
17
の
コ
ー
ス
を
造
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
今
回
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
た
20
代
～
30
代
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
松
島
地
域
の
有
名
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
瑞
巌
寺
や
円
通
院
よ
り
も
、

も
う
少
し
規
模
の
小
さ
い
寺
社
に
多
く
の

人
が
訪
れ
て
い
る
な
ど
、
訪
問
分
析
デ
ー

タ
を
見
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
コ
ー
ス
を
造
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
と
も
す
れ
ば
感
覚
に

頼
り
が
ち
な
ス
ポ
ッ
ト
選
定
を
定
量
的
に

行
え
る
の
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

仙台を拠点とした 
周遊プランを造成したい
東北旅行の玄関口としての機能を活かし、仙台か
ら広域に周遊を促す施策としてドライブコースの
造成が決定。

背景

仙台発着で日帰りできる17コースを完成し旅情報
サイトmoreTOHOKUに掲載。レンタカー会社に
も呼びかけてプランを販売した。

東北全域に広がる
17のドライブルートが完成できた

こと

ステップ１と２を同行者と季節ごとに実施。訪問者数が月別に確認でき
ることが、季節のおすすめコースを検討するのに役立った。

ステップ

属性と季節を変えて繰り返し

3

ステップ

DMPで人気スポットを洗い出し

1

「訪問分析」機能を利用して人気スポットをピックアップ。スポットごとに
実訪問数が表示されるので、上位スポットを選んだ。

ステップ

他データで内容を補完

2

じゃらん観光ガイドのクチコミデータも利用。恋人向けのコースには「カ
ップル」評価の高いスポットを加えるなど属性別に選定した。
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□
背
景

地
域
が
誇
る
祭
り
は
本
当
に

集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
？

　八
戸
市
に
は
「
八
戸
三
社
大
祭
」
と
い

う
夏
祭
り
が
あ
る
。
約
３
０
０
年
の
歴
史

を
誇
り
、
古
式
ゆ
か
し
い
神
社
行
列
と
、

豪
華
絢
爛
な
山
車
の
競
演
が
見
も
の
で
、

２
０
２
３
年
度
の
入
込
客
数
は
主
催
者
発

表
ベ
ー
ス
で
１
４
１
・
６
万
人
と
、
八
戸

市
の
人
口
（
約
22
万
人
）
の
７
倍
近
く
を

集
め
る
大
き
な
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
目
さ
れ

て
い
る
。

　し
か
し
そ
の
来
訪
者
が
ど
こ
か
ら
来
た

人
た
ち
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
調

査
を
実
施
し
た
こ
と
も
な
く
、
把
握
で
き

て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｔ
は
ち
の
へ
が
実
施
し
た
地
域
資
源
の
認

知
度
調
査
に
よ
り
、
関
東
地
方
で
の
八
戸

三
社
大
祭
の
知
名
度
が
10
％
に
満
た
な
い

こ
と
が
判
明
。
改
め
て
「
八
戸
三
社
大
祭

は
県
外
か
ら
の
集
客
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
」
を
検
証
す
る
必
要
性
が
浮
上
し
た
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
ど
う
活
用
し
た
か
？

来
訪
者
デ
ー
タ
か
ら
判
明
し
た

県
外
客
と
周
遊
の
伸
び
し
ろ

　地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ

は
ち
の
へ
が
管
轄
す
る
の
は
、
八
戸
圏
域

の
８
市
町
村
。
地
域
の
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
担
う
立
場
か
ら
、「
八
戸
三
社
大

祭
が
県
外
か
ら
の
集
客
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か（
来
訪
者
の
属
性
）」の
ほ
か
、「
八
戸

市
以
外
の
町
村
へ
の
送
客
が
で
き
て
い
る

か
（
周
遊
）
」
に
つ
い
て
も
東
北
観
光

D
M
P
の
デ
ー
タ
で
確
認
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
数
字
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
、

同
時
期
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る
「
青
森
ね

ぶ
た
祭
」「
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
」
と
の
比

較
も
行
っ
た
。

　最
初
に
確
認
し
た
の
は
、
青
森
県
の
観

光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
各
祭
り

の
情
報
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
数
（
P
21
ス
テ
ッ

プ
❶
）。
多
い
順
に「
青
森
ね
ぶ
た
祭
」「
弘

前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
」「
八
戸
三
社
大
祭
」
で
、

閲
覧
者
の
居
住
地
は
い
ず
れ
も
東
京
都
が

最
多
、
つ
い
で
青
森
県
、
北
海
道
だ
っ
た
。

　次
に
行
っ
た
の
は
訪
問
者
分
析
（
同
ス

テ
ッ
プ
❷
❸
）。八
戸
三
社
大
祭
に
つ
い
て

は
、
祭
り
期
間
中
の
７
月
31
日
～
８
月
４

日
に
八
戸
圏
域
の
８
市
町
村
を
訪
れ
た
非

居
住
者
（
対
象
地
域
外
か
ら
来
た
人
）
を

抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
来

訪
者
の
大
半
が
青
森
県
内
居
住
者
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
来
訪
先
は
祭
り
の
開
催
地
で

あ
る
八
戸
市
が
多
く
、
周
辺
町
村
を
訪
れ

た
人
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
期
間
中
の
青
森

市
へ
の
来
訪
者
は
、
最
多
は
青
森
県
居
住

者
、
次
に
多
い
の
は
東
京
都
居
住
者
、
さ

ら
に
宮
城
県
、
神
奈
川
県
と
続
き
、
八
戸

三
社
大
祭
と
は
大
き
く
構
成
が
異
な
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
に

つ
い
て
も
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
と
近
い
傾
向

が
見
ら
れ
た
。
両
者
に
首
都
圏
か
ら
の
来

訪
者
が
一
定
数
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
の

は
、
県
外
客
が
訪
れ
る
か
ど
う
か
は
必
ず

し
も
距
離
に
左
右
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
。
両
者
と
比
較
す
る
と
、
八

戸
三
社
大
祭
は
認
知
度
が
低
く
魅
力
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
点
を
改
善
す
る

こ
と
で
県
外
客
の
来
訪
増
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
八
戸
市

以
外
へ
の
周
遊
状
況
に
つ
い
て
来
訪
者
の

居
住
地
別
に
見
る
と
、
県
内
か
ら
の
来
訪

者
は
あ
る
程
度
周
辺
町
村
を
訪
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
で
は
周

遊
が
少
な
い
。
考
え
ら
れ
る
理
由
は
二
次

交
通
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
不
足
。

周
遊
促
進
の
た
め
に
は
レ
ン
タ
カ
ー
な
ど

の
車
利
用
を
促
す
必
要
性
が
見
え
て
き
た
。

何
か
と
感
覚
的
に
な
り
や
す
い
祭
り
へ
の
来
訪
者
理
解
。

客
観
的
な
数
だ
け
で
な
く
、
そ
の
属
性
ま
で
把
握
で
き
る
の
は
Ｄ
Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
だ
。

八
戸
三
社
大
祭
に
は
ど
こ
か
ら
人
が
来
る
の
か
？

集
客
状
況
を
知
り
、効
果
的
な
打
ち
手
に
つ
な
げ
る

VISITはちのへ

東北観光DMP
八戸三社大祭は、ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・
屋台行事」にも登録されている地域最大の祭り

基本情報
利用者タイプ
地域連携DMO

活用したDMP 
（活用した主なデータ）
東北観光DMP
（Web閲覧データ、
来訪者属性、周遊データ）

2
事例
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　こ
う
し
た
分
析
結
果
を
も
と
に
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
で
は
、
関
東
の
旅
行
会
社

に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
提
案
を
開
始
。
ツ

ア
ー
に
組
み
込
め
る
八
戸
市
以
外
の
周
遊

ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
発
信
も
進
め
て
い
る
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
の
よ
さ

他
の
祭
り
と
の
比
較
で

目
指
す
べ
き
方
向
が
分
か
っ
た

　来
訪
者
数
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
数
で
は

捉
え
ら
れ
て
も
そ
の
意
味
が
捉
え
に
く
い

場
合
も
あ
る
。
今
回
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
独
自

調
査
で
は
入
手
し
に
く
い
「
青
森
ね
ぶ
た

祭
」「
弘
前
ね
ぷ
た
ま
つ
り
」
の
デ
ー
タ
を

東
北
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
で
取
得
、
比
較
し
つ
つ

分
析
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
が
弱
点
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
東
北
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｐ
で
は

来
訪
者
情
報
を
「
日
」
単
位
で
見
る
こ
と

が
で
き
、
こ
の
こ
と
が
、
週
末
・
平
日
を

問
わ
ず
「
日
付
」
ベ
ー
ス
で
開
催
が
決
ま

っ
て
い
る
祭
り
の
分
析
に
寄
与
。
感
覚
的

に
な
り
が
ち
な
「
祭
り
」
の
効
果
検
証
ツ

ー
ル
と
し
て
大
き
な
強
み
を
発
揮
し
た
と

言
え
る
。

　な
お
こ
う
し
た
分
析
が
完
了
す
る
ま
で

に
要
し
た
時
間
は
わ
ず
か
数
時
間
程
度
。

「
ま
ず
は
大
ま
か
な
仮
説
を
立
て
る
」
段

階
で
の
手
軽
さ
も
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
魅
力
と
言
え

そ
う
だ
。

八戸三社大祭の集客状況を知りたい
大きな集客力を持つコンテンツと認識されてきたが、
関東圏での認知度が予想外に低かったことから検証に着手。

背景

ステップステップ

「青森ねぶた祭」「弘前ねぷたまつり」と
Web閲覧状況を比較

来訪者の居住地を知る
12

「まずは魅力を伝えることが重要」との仮説を
立て、関東の旅行会社への提案を開始。ツア
ー化に向けて周辺町村の情報も発信。

認知度アップに向け
旅行会社等への提案へ

できた
こと

「Web分析ダッシュボード」で各祭り紹介ページの閲覧数と閲覧者の
居住地を確認。閲覧者の属性には大きな差はなかった。

「観光地別動態データ」から各祭りへの来訪者の居住地を確認。八
戸では少ない遠方居住者も青森、弘前には多く訪れていることから
「必ずしも距離が問題ではない」と分析した。

青森県

※弘前ねぷたまつり
　のデータ

※青森ねぶた祭
　のデータ

※八戸三社大祭
　のデータ

青森県

青森県

青森県八戸圏域の７町村

岩手県

東京都

岩手県
東京都

東京都

東京都
神奈川県

宮城県

ステップ

来訪者の周遊状況を知る
3

同じく「観光地別動態データ」から、祭り時期の周辺町村への来訪
者を確認。八戸市以外への周遊が少ないことが分かった。
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□
背
景

特
別
な
ス
キ
ル
が
な
く
て
も

勝
て
る
戦
略
を
立
て
る
た
め
に

 

「
お
で
か
け
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
の
積
極
的

な
活
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
み
よ
し
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
名
越
陽
介
さ
ん
は
、
前
職
は
医
療
業

界
の
事
務
職
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
。

広
島
県
観
光
連
盟
（
以
下
Ｈ
Ｉ
Ｔ
）
を
通

じ
て
「
お
で
か
け
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
紹

介
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
い
ち
早
く
活

用
に
着
手
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、「
観
光

に
関
す
る
特
別
な
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
く
て
も
勝
負
で
き
る
方
法
」
だ
と
考
え

た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
ど
う
活
用
し
た
か
？

重
点
的
な
販
促
ポ
イ
ン
ト
や

イ
ベ
ン
ト
実
施
日
を
デ
ー
タ
で
決
定

 「
お
で
か
け
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」（
プ
レ
ミ
ア

ム
版
）
に
は
広
島
県
内
1
6
6
0
カ
所
の

ス
ポ
ッ
ト
が
登
録
さ
れ
、
ス
ポ
ッ
ト
ご
と

の
来
訪
者
数
や
周
遊
情
報
が
把
握
で
き
る
。

ま
ず
は
こ
の
機
能
を
使
い
、
市
外
か
ら
三

次
市
内
の
各
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
た
人
が
そ

の
前
に
い
た
場
所
を
確
認
し
た
結
果
、
市

内
へ
の
「
入
口
」
と
し
て
浮
上
し
た
の
が

「
道
の
駅
た
か
の
（
庄
原
市
）」「
道
の
駅
世

羅
（
世
羅
町
）」「
道
の
駅
三
矢
の
里
あ
き

た
か
た
（
安
芸
高
田
市
）」
と
い
う
市
外
の

３
つ
の
道
の
駅
だ
っ
た
。
同
時
に
「
道
の

駅
た
か
の
」
と
「
道
の
駅
世
羅
」
の
デ
ー
タ

か
ら
は
、
三
次
市
を
素
通
り
し
て
両
者
を

直
接
行
き
来
し
て
い
る
人
が
相
当
数
い
る

実
態
も
明
ら
か
に
（
Ｐ
23
取
り
組
み
❶
参

照
）。
こ
こ
か
ら
「『
道
の
駅
た
か
の
』
や

『
道
の
駅
世
羅
』
に
広
告
媒
体
を
配
架
す

れ
ば
、
素
通
り
し
て
い
る
人
々
を
呼
び
込

め
る
」
と
い
う
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。

　来
訪
者
の
発
地
分
析
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
有
望
な
地
域
も
絞
り
込
ま
れ

た
。
そ
の
地
域
と
は
、
広
島
県
全
域
の
ほ

か
島
根
県
東
部
（
出
雲
地
方
）
と
鳥
取
県

西
部
（
米
子
市
、
境
港
市
等
）。
実
際
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
広
告
を
出
す
と
こ
れ
ら
３
地
域
は
ク

リ
ッ
ク
単
価
が
低
く
（
広
告
費
に
対
し
て

ク
リ
ッ
ク
数
が
多
い
）、
同
じ
近
隣
で
も

岡
山
県
や
山
口
県
の
東
部
は
高
い
（
ク
リ

ッ
ク
数
が
少
な
い
）
と
い
う
結
果
と
な
り
、

発
地
分
析
に
よ
る
仮
説
が
正
し
か
っ
た
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
強
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持

つ
瀬
戸
内
側
と
の
連
携
は
難
し
そ
う
だ
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
地
域
が
明
確
に
な
っ

た
こ
と
で
、
山
陰
地
域
に
強
い
旅
行
会
社

と
タ
ッ
グ
を
組
む
な
ど
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
方
向
も
見
え
て
き
た
。

　い
ず
れ
の
施
策
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲
を
絞
り
込

み
、
選
択
と
集
中
で
最
大
限
の
効
果
を
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
が
、
さ
ら
に
直
接

的
な
効
率
化
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

や
案
内
所
の
設
置
な
ど
の
日
程
決
め
と
い

Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
活
用
で
明
確
に
な
る
の
は「
や
る
べ
き
こ
と
」。

特
別
な
業
界
知
識
が
な
く
て
も
戦
略
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

来
訪
者
の
動
き
や
属
性
を
分
析
す
る
こ
と
で

販
促
拠
点
も
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
明
確
に

みよしDMO
（一般社団法人
三次観光推進機構）

おでかけウォッチャー
〈HIT（広島県観光連盟）〉

3
事例

人流データに特化して可視化するツール
国内版では、利用者の同意を得て取得140以上のスマート
フォンアプリの位置情報データを使用。ユーザーは、これ
を10mメッシュ単位で集計したデータを地図にプロットし
た形で閲覧できる。有料のプレミアム版では発地分析、属
性分析、周遊分析なども可能。本事例は、ＨＩＴがプレミ
アム版を一括契約し、県内の自治体やDMOにアカウント
を配付する形で利用したものだ。なおＨＩＴでは、他の観
光データについても自治体やDMOが使いやすい形で取り
まとめ、観光サイト「Dive! Hiroshima（事業者向け）」で
DMPとして提供している。

基本情報
利用者タイプ
地域DMO

活用したDMP 
（活用した主なデータ）
おでかけウォッチャ―

（発地分析、来訪地分析、
前後来訪地分析）

?おでかけウォッチャーとは?
運営主体：株式会社ブログウォッチャー／

公益財団法人九州経済調査協会
※HITが窓口となり、県内の市町、観光協会等に配付
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う
点
で
も
「
お
で
か
け
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」

が
役
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
23
年
Ｇ
Ｗ
の

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
前
年
の
来

訪
者
数
を
根
拠
に
５
月
の
３
日
、
４
日
に

の
み
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
き
り
こ

ち
ゃ
ん
」
を
配
置
。
経
費
と
人
員
の
合
理

的
な
配
分
が
実
現
し
て
い
る
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
の
よ
さ

「
効
果
」を
求
め
ら
れ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
と
く
に
有
効

　デ
ー
タ
の
可
視
化
で
や
る
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
り
、
着
々
と
進
め
て
い
る
み
よ

し
Ｄ
Ｍ
Ｏ
。
と
く
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織

で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
「
効
果
を
上
げ
る
」

こ
と
へ
の
責
任
が
あ
り
、
集
客
や
経
費
節

減
な
ど
の
「
効
果
」
を
追
求
す
る
た
め
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
デ
ー
タ
が
可

視
化
さ
れ
る
Ｄ
Ｍ
Ｐ
の
活
用
に
手
応
え
を

感
じ
て
い
る
。

　バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｔ
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｔ
も
含
め
た
県
全
体
で
「
共
通
の
デ
ー
タ

を
も
と
に
議
論
が
で
き
る
」
こ
と
に
も
価

値
を
見
出
し
て
い
る
。
参
照
デ
ー
タ
が
異

な
る
と
同
じ
数
字
で
も
意
味
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
が
、
関
係
者
が
同
じ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で

共
通
言
語
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
も
Ｄ

Ｍ
Ｐ
の
大
き
な
意
義
の
一
つ
と
言
え
そ
う

だ
。

個人のスキルに頼らず戦略を立てたい
経験やセンスに基づく大ヒットコンテンツを生み出すのは難しいため、他の形で勝負することを
考えた結果データ分析に着目した。

背景

取り組み

来訪者が来訪前にいたスポットを洗い出し
1

市内来訪者の多くが経由していた近隣市町の
道の駅をパンフレット配架などの重点販促拠
点に設定。情報発信で「素通り」回避を狙う。

道の駅3カ所を市への
ゲートウェイとして設定できた

こと

取り組み

来訪者の居住地を知る
2

旅マエ向けに必要なインターネット・SNSによる
情報発信は上記優先地域に向けて行うことに
決定。プロモーション費の有効活用につなげる。

優先プロモーションエリアを県内
と島根・鳥取の一部に絞り込みできた

こと

取り組み

来訪者数ランキングで人出の多い日を確認
3

人の多い日にのみキャラクターを配置すること
でより効率よく集客と消費を促進。同様の手
法でイベント実施日決めなども可能に。

ご当地キャラクターを
5月3日、4日にのみ配置できた

こと

来訪前にいた場所とそこから何人が来訪したかを確認して下図を作
成。三次市内への動きを赤い矢印で表し、人の流れをつかんだ。

発地分析を通じて来訪者の多くが県内と島根県東部、鳥取県西部から
来ていることが明らかに。SNS広告の反応からもそれが裏付けられた。

GWや夏休み中にも来訪者の多い日、少ない日がある。データで捉える
と、GWの最終日や8月の山の日はそれほど人が多くないことが分かった。

※過去4年分※過去1年分

23 June  2024



□
背
景

運
転
手
不
足
の
今
、
必
要
な
場
所
に

集
中
的
に
バ
ス
を
出
し
た
い

　温
泉
地
と
し
て
人
気
が
高
く
、
都
心
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
箱
根
は
、
近
年
、

訪
日
旅
行
者
の
増
加
も
あ
っ
て
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
傾
向
に
あ
り
、
地
域
内
の
混

雑
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
馴
染
み
の
な
い

域
内
の
事
業
者
に
も
手
軽
に
デ
ー
タ
を
利

用
し
て
も
ら
い
、
業
務
効
率
化
や
利
益
増

に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙
い
か

ら
構
築
さ
れ
た
の
が
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｔ
ｏ

ｕ
ｃ
ｈ
！ 

だ
。

　域
内
交
通
に
目
を
向
け
る
と
、
国
内
旅

行
者
の
場
合
は
自
家
用
車
利
用
も
多
い
が
、

訪
日
旅
行
者
は
ほ
ぼ
公
共
交
通
期
間
を
利

用
す
る
た
め
バ
ス
の
ニ
ー
ズ
も
高
い
。
な

る
べ
く
客
の
多
い
路
線
に
集
中
的
に
バ
ス

を
出
し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
も
の
の
、

運
転
手
不
足
が
進
む
中
で
、
対
応
に
は
限

界
が
あ
っ
た
。
乗
客
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、

箱
根
登
山
バ
ス
で
も
自
社
で
集
計
し
て
い

る
が
、
過
去
の
デ
ー
タ
を
う
ま
く
活
か
す

方
法
も
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
を
ど
う
活
用
し
た
か
？

来
訪
者
数
の
予
測
に
応
じ
て

事
前
に
増
便
決
定
、
運
転
手
を
手
配

　現
在
、
箱
根
登
山
バ
ス
で
主
に
利
用
し

て
い
る
デ
ー
タ
は
「
今
後
の
人
流
予
測
」。

確
認
で
き
る
の
は
、
箱
根
へ
の
来
訪
者
の

１
日
ご
と
の
予
測
人
数
と
、
昨
年
同
日
の

来
訪
者
数
、
昨
年
と
比
べ
た
増
減
率
だ

（
Ｐ
25
「
取
り
組
み
」
参
照
）。

　実
際
の
人
出
は
予
測
と
は
異
な
る
こ
と

も
あ
る
も
の
の
、
傾
向
と
し
て
捉
え
る
に

は
十
分
で
、
利
用
し
て
１
年
経
っ
た
今
、

「
予
測
人
数
が
２
万
人
を
超
え
る
日
に
は

臨
時
便
を
出
す
」
と
い
う
運
用
方
法
が
定

着
し
て
い
る
。
予
測
は
約
60
日
先
ま
で
見

ら
れ
る
の
で
、
増
便
に
つ
い
て
は
概
ね
８

日
～
９
日
前
ま
で
に
は
決
定
し
、
運
転
手

の
手
配
を
済
ま
せ
る
。
増
便
当
日
は
、
臨

時
便
の
発
着
時
刻
を
明
示
は
し
な
い
も
の

の
、
運
行
の
中
心
と
な
る
湯
本
案
内
所
等

で
臨
時
便
が
あ
る
こ
と
を
案
内
す
る
形
を

取
っ
て
い
る
。

　も
う
一
つ
活
用
し
て
い
る
の
は
箱
根
ラ

乗
客
数
が
増
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
予
測
デ
ー
タ
が

「
必
要
な
と
き
だ
け
バ
ス
を
増
便
す
る
」柔
軟
な
運
用
を
可
能
に
し
た
。

来
訪
者
数
の
予
測
デ
ー
タ
を
も
と
に

バ
ス
を
増
便
、運
転
手
不
足
に
も
対
処

基本情報
利用者タイプ
交通事業者

活用したDMP 
（活用した主なデータ）
箱根DMO Touch!

（来訪者数予測データ）

箱根登山バス

箱根DMO Touch!

来訪者予測を中心に
業務効率化利用を狙う
メニューは、ライブカメラ、観光診断書（来訪者アンケー
トの集計データ）、先月の実績（入込観光客数）、今後の
予測、交通情報、最近のコンテンツ（イベント情報等）
の6つ。予測については「じゃらんnet宿泊統計情報」
と連携し、約60日先までの予約状況から予測する人流
予測、客層予測、年代予測情報を提供する。主な目的
は業務の効率化で、観光事業者が手軽に情報を確認し
て対応できるよう、スマートフォンで情報提供している
のも大きな特徴だ（2024年よりPC版もサービス開始）

?箱根DMO Touch！とは？
運営主体：箱根DMO（一般財団法人箱根町観光協会） 4

事例
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イ
ブ
カ
メ
ラ
画
像
。
画
像
で
積
雪
を
確
認

し
た
と
き
な
ど
は
、
そ
れ
を
参
考
に
運
休

の
判
断
を
下
す
な
ど
の
使
い
方
を
す
る
。

□
Ｄ
Ｍ
Ｐ
な
ら
で
は
の
よ
さ

事
業
者
が
使
い
や
す
い
形
で

必
要
な
と
き
に
手
軽
に
見
ら
れ
る

　交
通
情
報
や
箱
根
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
映

像
は
、
一
般
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
動
画
配

信
サ
イ
ト
で
も
閲
覧
で
き
、
箱
根
登
山
バ

ス
で
も
利
用
し
て
い
た
が
、
未
来
予
測
の

数
値
が
見
ら
れ
る
の
は
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ 
Ｔ

ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
！
な
ら
で
は
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
手
軽
に
見
ら
れ
て
具
体
的
な
数
字
が

分
か
り
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
の
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
だ
。
現
在
は
管
理
者
が
週
に

一
度
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て
他

の
営
業
所
に
も
送
る
な
ど
、
社
内
の
情
報

共
有
に
も
役
立
て
て
い
る
。

　箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｔ
ｏ
ｕ
ｃ
ｈ
！
内
で
ラ

イ
ブ
カ
メ
ラ
画
像
が
見
ら
れ
る
の
も
独
自

の
工
夫
。
一
般
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

積
雪
な
ど
が
話
題
に
な
る
た
び
に
ア
ク
セ

ス
が
集
中
し
、
事
業
者
が
閲
覧
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
多
い
が
、
箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ 

Ｔ
ｏ

ｕ
ｃ
ｈ
！
内
に
限
定
し
、
さ
ら
に
よ
り
軽

い
画
像
の
形
で
配
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

必
要
な
と
き
に
確
実
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

の
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
特
化
型
の
サ
ー
ビ
ス
な
ら

で
は
だ
。

乗客の多いところに
効率よくバスを出したい
従来も「週末+月曜日は人が多い」など感覚的
に把握していたが、運転手不足で配置が難し
くなる中、より早く的確な判断が必要だった。

背景

取り組み

混雑しそうな日を把握するため
人流予測データを確認

「人流予測が２万人を超える
日」を基準としてバスを増
便。限られた人数の運転手
をより効果的に配置できる
ようになった。

利用者の多い日のみ
バス増便で効率アップ

できたこと

約60日先までの人流予測を確認。
スマートフォンで確認でき、すぐに判
断を下すことができるので、臨機応
変な対応が可能だ。

便利！
□複数のサイトを見なくても必要なデータが参

照できて効率的。「地域に特化したデータ」
が見られるのも使いやすい。（仙台／清野）

□データによっては数日単位で反映される。情
報が新鮮。（三次／名越さん）

仲間を増やす！
□組織内で東北観光DMPに興味を持ってくれ

る人を増やすことが大切。（八戸／西野さん）
□「自分も見たい」という声が出て（データの）

スクリーンショットを共有。営業所ごとに判
断ができるようになれば。（箱根／永田さん）

意識改革も大事！
□観光施策はデータによる実態把握に基づく

施策を行った方が効果が生じやすいと感じ
ている。（八戸／西野さん）

□課題が明らかになればそれに対応するのが
当たり前。「人を感動させる商品開発」は事

業者に任せ、DMOとしては「当たり前」をし
っかりやっていきたい。携わる人の姿勢も問
われる。（三次／名越さん）

□観光施策はつい平等にと考えたくなるが必
ずしも平等でなくても許されるのがDMO。
選択と集中も考えていきたい。（三次／名越
さん）

活用のコツ！
□データは面白いが、何の問題意識もなく見

ているとデータに溺れてしまう。「何をしたい
か」を意識することが大切。（八戸／西野さ
ん）

□大事なのは「傾向」。精度にこだわり過ぎず
見ていくのがよいと思う。（三次／名越さん）

今後に期待！
□道路網に限りある地域内で、データをもとに

分散提案などしてもらえると嬉しい。（箱根／
永田さん）

みよしDMO

名越陽介さん
「DMO で働いてみたい」一心
で医療業界から転職。観光の
知識はないが前職での経理
経験からデータをもとにした
効率化はお手のもの

箱根登山バス株式会社

永田輝久さん
1 年前に担当するまで箱根
DMO Touch! のことも全く知
らなかったが、実際にデータを
見たり触ったりしているうち
に面白さにハマる

VISITはちのへ

西野正紀さん
実はマーケテイングリサーチ
会社での勤務経験あり。U タ
ーンで地元八戸に戻り、今は
VISIT はちのへのデータ分析
を一手に引き受けている

仙台市をサポート
（じゃらんリサーチセンター）

清野友理子
2018 年より宮城県・山形県・
福島県の宿泊施設担当。その
後エリアプロデューサーとして、
2023 年より宮城県、現在は
青森県で観光振興事業に従事

各事例のキーマンが考えるＤＭＰ活用への思い、よりよい使い方とは？
実際に使ってみた皆さんの生の声をご紹介する。

DMP、
使ってみた

チャレンジャーの声に見る

DMPのメリットと課題
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これからの旅行市場で消費の中心を担うのはZ世代。
彼らはどういった旅行を好むのであろうか。
毎年実施している「じゃらん宿泊旅行調査」のデータを再分析し、
Z世代の価値観と世代間ギャップ、
旅行に対する意識とコロナ禍による影響という観点から
Z世代の旅行スタイルの特徴を解き明かしていくと
「地域志向」という傾向が見えてきた。
分析研究の報告に続いて、後半では地域がZ世代に与える
可能性を探るべく、若年層と地域をつなぐ取り組みを
行うZ世代経営者へのインタビューと、
地場産業を活かした観光コンテンツの事例を紹介していく。

Z世代
旅行スタイル

の

「じゃらん宿泊旅行調査」再分析より

自分だけの
リアルな
体験・交流を求めて

Z世代とは…
1990年代後半～2010年生まれの、2020年代の現在において10代から
20代前半の人を指す。この世代は日本全国に約1800万人、世界では約
20億人、世界人口の３割に上ると見込まれている。

※本研究では調査対象に含む20代（18～29歳）をZ世代として分析して
おり、18歳未満は含んでいない

Born from  late 1990s to 2010

Ｚ
世
代
の
価
値
観
と 

旅
行
に
対
す
る
意
識
を
分
析

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
し
口
コ
ミ
重
視
、 

承
認
欲
求
が
高
い
Ｚ
世
代

 

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
」
で
は
30
の

価
値
観
・
行
動
特
性
に
つ
い
て
５
段
階
評

定
で
回
答
す
る
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
肯
定
的
回
答（「
あ
て
は
ま
る
」

「
や
や
あ
て
は
ま
る
」）
が
多
か
っ
た
上
位

15
項
目
を
抜
粋
し
た
の
が
図
１
だ
。
２
０

２
３
年
調
査
時
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
よ
く
見
る
」

が
Ｚ
世
代
だ
と
６
割
超
と
な
り
全
体
よ
り

も
28
・
７

も
高
く
、
全
項
目
中
で
世
代

間
差
が
最
も
大
き
い
。
そ
の
他
、
全
体
よ

り
10

以
上
高
い
項
目
は「
口
コ
ミ
情
報

を
参
考
に
す
る
こ
と
が
多
い
」「
人
か
ら
認

め
ら
れ
た
い
と
思
う
」。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報

＝
口
コ
ミ
を
重
視
し（
考
察
１
参
照
）、
自

ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
へ
の「
い
い
ね
」
等
の

評
価
で
承
認
欲
求
を
満
た
す
姿
が
浮
か
ん

で
く
る
。
ま
た
、「
休
日
は
家
の
中
で
過
ご

す
こ
と
が
多
い
」
も
全
体
よ
り
７
・
７

高
い
結
果
に
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
外

出
よ
り
も
家
で
過
ご
す
ほ
う
が
快
適
・
安

心
だ
と
の
考
え
方
が
定
着
し
た
の
だ
と
す

る
と
、
イ
エ
ナ
カ
消
費
は
今
後
Ｚ
世
代
の

旅
行
市
場
戦
略
に
お
い
て
新
た
な
観
点
と

し
て
取
り
込
む
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
Ｚ
世
代
の
旅
行
実
施
率
は
全
体

よ
り
高
く
、
23
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ

同
水
準
に
回
復
し
た（
表
１
）。
１
回
あ
た

り
の
宿
泊
費
用
総
額
も
全
体
よ
り
高
額
だ

（
考
察
２
参
照
）。

地
域
で
の
交
流
・
体
験
に
価
値
を
置
き
、 

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
貢
献
意
識
は
上
昇

　
そ
ん
な
Ｚ
世
代
の
旅
行
に
対
す
る
意
識

を
探
る
た
め
、
宿
泊
旅
行
を
行
う
際
に
意

識
／
実
施
し
た
こ
と
の
質
問
26
項
目
に
つ

い
て「
意
識
し
な
か
っ
た
」「
意
識
し
た
が

実
施
し
な
か
っ
た
」「
意
識
し
て
、
実
施
し

た
」
の
３
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
し
て
因
子
を

抽
出
。
そ
れ
ら
の
因
子
へ
の
反
応
を
も
と

に
７
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
タ
イ
プ
に
分
類
し

た
。
そ
し
て
、
性
年
代
別
の
傾
向
を
示
し

た
も
の
が
図
２
で
あ
る
。

 

「
地
域
体
験
交
流
タ
イ
プ
」
の
特
徴
は
、

地
域
を
訪
れ
る
だ
け
で
は
な
く
体
験
・
交

流
と
い
っ
た
地
域
で
の
か
か
わ
り
を
求
め

る
傾
向
が
強
い
こ
と
。
若
年
層
ほ
ど
出
現

比
率
が
高
ま
り
、
Ｚ
世
代
男
性
は
29
・
６

調査名 じゃらん宿泊旅行調査2019,2021,2023
調査目的 全国の宿泊旅行実施者に対して、宿泊旅行の内容を把握するため
調査方法 インターネット（一般パネル）による調査
調査内容 当該年前年度の国内宿泊旅行（出張・帰省・修学旅行などを除く）の 

有無について
調査対象 全国18～79歳の男女（2019,2021は全国20～79歳の男女）
回収数 2019 : 15,559件、  2021 : 15,719件、 2023 : 15,572件

G e n e r a t i o n

表1　Z世代の旅行実態

調査年

宿泊旅行
実施率
（％）

宿泊
旅行回数
（回/年）

1回あたり
平均

宿泊数
（泊）

1回あたり宿泊費用総額（円） 来訪経験（％） 宿泊形態（％）

うち
宿泊・
交通費

うち
現地費用

初回訪問
率 リピート率 １泊

２食つき
１泊

朝食つき
１泊

夕食つき 素泊まり

全世代 2023
2021
2019

20代
（Z世代）

2023
2021
2019

2023年−2019年ギャップ（pt）
全世代
20代

26

本調査の概要

※分析対象年について　
 過去5年、かつコロナ感染拡

大の影響を分析するため、
2019（コロナ前）、2021（コ
ロナ禍）、2023（コロナ明
け）を分析対象年とした。

※表側の年代区分について

 区分名
調査年

2023 2021、2019
20代 18～29歳 20～29歳
30代 30～39歳 30～39歳
40代 40～49歳 40～49歳
50代 50～59歳 50～59歳
60代以上 60～79歳 60～79歳



図1　Z世代の価値観・行動特性（あてはまる・計）
調査年 全世代・男女 20代・男女 20代・男 20代・女

 調査数 2023 9,479 1,129 570 560
2021 9,388 986 498 487
2019 9,408 1,080 547 532

ネットでよく
情報収集をする

2023
2021
2019

等身大・自然体で
いたい

2023
2021
2019

SNSをよく見る 2023
2021
2019

情報収集を
しっかり
行うことが多い

2023
2021
2019

どちらかというと
ひとりでいる方が
好き

2023
2021
2019

家族を大切にして
暮らしていきたい

2023
2021
2019

口コミ情報を参考に
することが多い

2023
2021
2019

休日は家の中で
過ごすことが多い

2023
2021
2019

ブランドや知名度よりも
自分なりの評価を
優先してものを購入する

2023
2021
2019

人との出会いや
つながりを
大事にしていきたい

2023
2021
2019

流行よりも機能性
を重視した商品・
サービスを購入する

2023
2021
2019

人から
認められたいと思う

2023
2021
2019

今後のため、自分への
投資、自分磨きを
していきたい

2023
2021
2019

温泉が好き 2023
2021
2019

常に新しい情報を
探している、
興味がある

2023
2021
2019

考察2  Z世代の「1回あたりの宿泊費用総額」が2023年は6万7200円となり、コロナ禍前19年より1万円以上も増加。要因の特定は難しいが、注目したいの
は「来訪経験」である。Z世代は旅行経験が浅く、旅先は初回訪問であることが多い。加えてこのコロナ禍で行動制限されたこともあり、Z世代の23年「初回
訪問率」は6割を超えた。初めての旅行・初めて訪れる土地への旅行に対する期待感の高まりも、費用総額の高さに表れているのではないだろうか。

%
、
女
性
15
・
８
％
で
特
に
男
性
の
出
現

比
率
が
高
い
。
Ｚ
世
代
女
性
で
最
も
多
く

の
割
合
を
占
め
た
の
は
、
新
し
い
場
所
へ

の
好
奇
心
が
強
く
、
効
率
よ
く
で
き
る
だ

け
多
く
の
場
所
を
め
ぐ
り
た
い「
効
率
・

欲
張
り
タ
イ
プ
」。
計
画
す
る
こ
と
を
好

み
、
馴
染
み
が
あ
る
な
ど
リ
ピ
ー
ト
す
る

こ
と
へ
の
反
応
は
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
特
徴

を
持
つ
。
全
年
代
で
男
性
よ
り
女
性
の
出

現
率
が
高
か
っ
た（
考
察
３
参
照
）。

　
宿
泊
旅
行
に
対
し
て
Ｚ
世
代
に
最
も
強

く
見
ら
れ
た
因
子
１「
地
域
志
向
性
」
と

相
関
係
数
の
高
い
、
質
問
６
項
目
を
図
３

に
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
に
共
通
す
る

の
は
、
地
域
や
地
元
の
文
化
や
生
活
習
慣

を
深
く
理
解
し
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
築
く
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
点

だ
。
将
来
の
移
住
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

選
択
に
向
け
て
、
地
域
の
魅
力
や
暮
ら
し

の
実
態
を
体
験
し
、
地
元
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
情
報
を
収
集
し
、
地
域
の
中

に
自
ら
入
り
込
ん
で
い
く
積
極
的
な
姿
勢

も
含
ん
で
お
り
、「
観
光
し
て
お
し
ま
い
」

と
は
異
な
る
。
こ
の
地
域
志
向
性
は
、
Ｚ

世
代
が
も
と
も
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の

か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
も
の
か
？
そ

れ
を
検
証
す
る
た
め
、
縦
軸「
意
識
し
た
・

計
」、
横
軸「
実
施
し
た
・
計
」
を
設
定
し
、

表1　Z世代の旅行実態

調査年

宿泊旅行
実施率
（％）

宿泊
旅行回数
（回/年）

1回あたり
平均

宿泊数
（泊）

1回あたり宿泊費用総額（円） 来訪経験（％） 宿泊形態（％）

うち
宿泊・
交通費

うち
現地費用

初回訪問
率 リピート率 １泊

２食つき
１泊

朝食つき
１泊

夕食つき 素泊まり

全世代 2023
2021
2019

20代
（Z世代）

2023
2021
2019

2023年−2019年ギャップ（pt）
全世代
20代

考察1 全体と比べてZ世代に突出し
て多い行動が「SNSをよく見る」だ
が、実際にどんなSNSアプリを活用
しているのか。「令和4年度 情報通
信メディアの利用時間と情報行動
に関する調査」（総務省）によると、
20代のSNS閲覧率は、YouTube

（98.2％）、X/旧Twitter（78.8％）、
Instagram（73.3％）、TikTok（47.9
％）が上位。一方、SNS利用率（実
際に書き込み投稿する）を見ると、
Instagram（38.2％）、X/旧Twitter

（33.6％）、YouTube（7.8％）、TikTok
（4.1％）で、「見るもの」と「自ら発信す
るもの」を使い分けているようだ。

44.2 2.88 1.82 62,400 37,500 24,900 34.3 65.7 41.5 29.4 1.7 27.3

31.2 2.48 1.75 51,800 31,600 20,200 30.2 69.8 53.9 24.3 1.6 20.1

56.4 2.78 1.78 58,500 34,900 23,600 31.5 68.5 45.4 30.3 1.3 22.8

56.8 2.92 1.90 67,200 39,400 27,800 60.5 39.5 30.4 28.6 3.0 37.7

38.8 2.41 1.75 53,700 32,400 21,300 53.9 46.1 44.1 24.7 3.2 27.8

60.1 2.95 1.71 56,300 32,800 23,500 52.0 48.0 35.0 30.3 2.6 31.9

-12.2 0.10 0.04 3,900 2,600 1,300 2.9 -2.9 -3.9 -1.0 0.3 4.5

-3.3 -0.03 0.19 10,900 6,600 4,300 8.5 -8.5 -4.6 -1.7 0.4 5.7

■「各調査年全世代」より5pt以上高い   ■「各調査年全世代」より5pt以上低い
※30項目中、「20代・男女」上位15項目を抜粋  
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72.2 63.9 80.6 

74.2 67.5 81.2 

68.1 60.4 75.9 

69.6 59.9 79.5 

70.8 62.4 79.5 

64.9 56.3 73.7 

61.2 49.4 73.2 

61.6 51.8 71.7 

62.8 58.2 67.5 

63.4 55.5 71.5 

64.7 59.0 70.6 

62.3 59.7 64.9 

60.3 55.8 64.9 

60.0 58.1 61.9 

62.2 55.1 69.3 

61.3 50.9 72.0 

64.2 55.0 73.6 

61.1 52.6 69.8 

61.1 49.1 73.4 

63.0 52.8 73.6 

57.4 54.6 60.2 

55.9 50.0 62.0 

50.8 48.8 52.8 

56.5 52.6 60.5 

56.4 48.9 64.0 

58.1 52.2 64.0 

53.4 48.6 58.2 

52.7 45.3 60.3 

55.0 47.2 63.0 

53.0 50.5 55.6 

54.7 48.0 61.6 

56.5 51.6 61.5 

52.5 46.3 58.8 

56.3 46.5 66.3 

59.8 51.0 68.8 

51.9 46.1 57.8 

53.0 44.1 62.1 

52.0 45.3 58.8 

50.8 49.4 52.2 

53.7 46.7 60.9 

56.4 49.1 63.8 

48.9 48.5 49.3 

51.3 47.3 55.4 

52.9 51.5 54.4 



7つの因子への反応の強弱で
旅行に対する意識を7タイプに分類

Ｚ
世
代
の
意
識
と
実
施
状
況
デ
ー
タ
を
可

視
化
し
た（
図
３
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
最
も
変
化
し
た
項

目
は「
地
域
の
た
め
に
な
る
こ
と
、
貢
献

で
き
る
こ
と
を
選
ぶ
」
で
、
２
０
１
９
年

↓
21
年
に
男
女
と
も
に
大
き
く
上
昇（
意

識
し
た
・
計
／
男
性
19
年
31
・
１
％
↓
21
年

41
・
２
％
↓
23
年
40
・
6
％
、
女
性
19
年

15
・
２
％
↓
21
年
24
・
１
％
↓
23
年
23
・

７
％
）。
感
染
拡
大
に
よ
り
地
域
の
課
題

や
困
難
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、「
地
域
」
と

い
う
も
の
を
意
識
す
る
機
会
が
増
え
た
こ

と
が
影
響
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の

普
及
も
あ
り
、「
将
来
の
移
住
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
参
考
に
な
り
そ
う
な
旅
を
す

る
」
こ
と
へ
の
関
心
も
増
加
し
て
い
る

（
意
識
し
た
・
計
／
男
性
２
０
１
９
年
30
・

１
％
↓
21
年
37
・
0
％
↓
23
年
38
・
１
％
、

女
性
19
年
14
・
７
％
↓
21
年
19
・
３
％

↓
23
年
21
・
７
％
）。
21
年
の
急
増
を
経

て
23
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
た
め
一
時
的
な

盛
り
上
が
り
に
も
見
え
る
が
、「
実
施
し

た
」
ポ
イ
ン
ト
を
見
る
と
21
年
↓
23
年
に

増
加
し
て
お
り
、
地
方
移
住
の
参
考
に
な

り
そ
う
な
旅
は
実
施
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し

た
可
能
性
が
あ
る（
実
施
し
た
・
計
／
男

性
19
年
21
・
２
％
↓
21
年
22
・
２
％
↓
23

年
28
・
７
％
、
女
性
19
年
10
・
３
％
↓
21

年
12
・
８
％
↓
23
年
14
・
５
％
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
地
域
な
ら

考察３ 全年代で男性より女性の出現比率が高く、特にZ世代女性に多い「効率・欲張りタイプ」。これは宿泊旅行への意識は同行者の影響を強く受ける傾向
があるためと考えられる。一人旅率が高い男性に対し、友人・恋人との旅行率が高い女性はグループで動きやすいこと・グループ全員が楽しめることに意識が
傾くため「効率・欲張り」になりやすいのではないだろうか。同行者の影響を受けつつも、自分自身が楽しむといった項目も維持しており、同行者も自分自身も
楽しめるように配慮するタイプと言える。

Type 7

こだわりなし
タイプ

すべての因子にマ
イナス反応で、特
に計画性に対して
の反応が薄い。同
行者に影響を受け
るフォロワーに多
いタイプ。

Type 1

地域体験交流
タイプ

地域とかかわりを
求め、将来的な移
住・地元の人との
交流・貢献・風土
や生活習慣を体
験するなど自ら主
体的に行動し旅を
楽しむ。

Type 2

地域訪問
タイプ

自分が興味をもっ
た地域への訪問
意向が高いが、現
地での交流への
反応はマイナスの
タイプ。

Type 3

話題性重視
タイプ

旅行者同士の交
流や人からのおす
すめ軸で旅行先を
選択する傾向が強
い。テレビやSNS
での話題性を求め
る欲求が高く情報
収集も活発。

Type 4

効率・欲張り
タイプ

旅先で自分がやり
たいことができれ
ば、多少の予算オ
ーバーは許容。新
しい場所への好
奇心が強く、効率
よくたくさんめぐ
りたい。

Type 5

リピートなじみ
タイプ

馴染みのある安心
感を大切にし、行
ったことのある旅
先を繰り返し訪れ
る。こだわりが強
く、老舗・歴史のあ
るものを好む傾向
も。

Type 6

計画
タイプ

事前に計画をしっ
かり立てる／旅行
行動は現地で決
める、どちらにせ
よ計画して行動し
たい。

宿泊旅行に関する意思決定に影響をおよぼす7つの因子
因子1「地域志向性」／因子2「旅行者交流・レコメンド」／因子3「効率を重視して欲張りたい」／因子4「リピート」／

因子5「王道」／因子6「計画性」／因子7「コスト」

図2  宿泊旅行に対する意識クラスター７タイプ

28

性年代別のクラスター構成（2023年調査データより）

全体

男性 20代

30代

40代

50代

60代 以上

女性 20代

30代

40代

50代

60代 以上

1008020 40 600（%）

地域体験交流
タイプ

話題性
重視

タイプ

効率・欲張り
タイプ

リピートなじみ
タイプ

計画
タイプ

こだわりなし
タイプ

地域訪問
タイプ

14.7 4.5 7.1 17.0 13.2 16.9 26.7

29.6 7.3 7.6 13.6 7.8 12.2 22.0

22.7 5.8 6.4 13.7 10.1 16.3 25.0

9.9 4.8 6.9 15.3 18.3 14.4 30.5

16.3 4.8 5.9 14.7 11.2 19.2 27.8

9.5 4.4 7.0 17.2 15.1 17.0 29.7

10.8 4.0 8.3 20.1 12.9 18.5 25.5

12.1 3.8 9.0 22.1 13.1 17.8 22.0

15.8 4.0 8.3 22.6 9.3 15.6 24.3

12.5 2.9 5.7 14.6 15.5 20.3 28.6

12.3 3.6 6.7 16.6 15.1 17.6 28.0



地
域
で
の
交
流
か
ら
見
つ
け
た 

「
新
鮮
な
感
動
」
に
価
値
が
あ
る

池
内
　
八
太
さ
ん
は
一
次
産
業
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
造
成
し
て
生
産
者
と
若
年
層

を
含
む
消
費
者
を
つ
な
ぐ
事
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
自
身
も
Ｚ
世
代
で
す
が
、
地

方
部
に
興
味
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
？

八
太
　
大
学
入
学
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
禍
に

突
入
し
、
通
学
も
な
い
し
好
き
な
海
外
旅

行
も
で
き
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
国
内
の

地
方
部
に
目
が
向
き
、
農
業
に
興
味
が
あ

っ
た
た
め
生
産
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
に

足
を
運
ぶ
よ
う
に
。
そ
し
て
一
次
産
業
の

収
益
性
の
低
さ
や
後
継
者
不
足
な
ど
の
課

題
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
て
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

池
内
　
今
回
の
調
査
分
析
に
よ
る
と
、
Ｚ

世
代
は
地
域
で
の
体
験
・
交
流
に
関
心
が

高
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
そ
の
傾
向
が

強
ま
っ
た
様
子
。
こ
の
分
析
結
果
を
見
て
、

い
か
が
感
じ
ま
し
た
か
。

八
太
　
私
だ
け
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
禍
を
機

に
地
方
に
興
味
を
持
つ
と
い
う
シ
フ
ト
は

確
実
に
起
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
影
響
も
大
き
く
、

東
京
の
学
生
で
も「
実
は
今
、
旅
先
で
講

義
を
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
子
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
業
を
通
じ
て
も
、

地
域
と
の
交
流
に
関
心
が
あ
る
Ｚ
世
代
の

存
在
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

池
内
　
八
太
さ
ん
が
手
掛
け
る
地
域
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
の
参
加
者
は
、
東
京
在
住
の

大
学
生
が
メ
イ
ン
と
か
。
地
域
で
の
体
験

に
興
味
が
あ
る
人
が
参
加
す
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
実
際
に
体
験
し
て
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
様
子
で
す
か
。

八
太
　
名
所
を
訪
ね
て
ご
は
ん
を
食
べ
て

…
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
観
光
旅
行
で
は
な

く
、
東
京
で
は
で
き
な
い
初
め
て
の
体
験

に
ふ
れ
た
こ
と
を
す
ご
く
喜
ん
で
い
た
だ

で
は
の
風
物
の
体
験
や
地
元
の
人
々
と
の

交
流
に
価
値
を
強
く
見
出
し
た
Ｚ
世
代
。

彼
ら
の
こ
う
し
た
旅
に
対
す
る
姿
勢
は
、

地
域
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。「
我

が
地
域
だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
経
験
価

値
と
は
何
か
」
を
突
き
詰
め
る
と
、
次
代

の
メ
イ
ン
旅
行
者
層
と
な
る
Ｚ
世
代
を
地

域
に
呼
び
込
み
、
深
い
関
係
性
を
築
く
こ

と
に
結
び
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
次
項
か

ら
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
Ｚ
世
代
と

の
か
か
わ
り
構
築
を
実
践
す
る
事
業
か
ら

見
え
る
彼
ら
の
姿
、
地
域
と
し
て
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
こ
う
。

聞き手
じゃらんリサーチセンター研究員
池内 摩耶

2002年、東京都生まれ。2021
年、上智大学2年次に合同会社
CICLOを創業。一次産業の課
題解決に向け、地域と都市部の
関係性構築やブランディングに
関する事業の企画・運営を行う。
2024年4月には東京大学大学院
に進学し、事業と学業の両輪で
活躍している

Z
世
代
起
業
家
に
聞
く

地
域
と
つ
な
が
り
た
い
若
年
層
の
心
理

調
査
分
析
か
ら
見
え
て
き
た
「
Ｚ
世
代
の
地
域
志
向
」。

し
か
し
調
査
デ
ー
タ
だ
け
で
は
彼
ら
の
具
体
的
行
動
や
心
理
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

彼
ら
は
地
域
の
ど
ん
な
点
に
関
心
を
持
ち
、何
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
身
も
Z
世
代
と
呼
ば
れ
る
年
齢
で
あ
り
、地
域
と
都
市
部
の
若
者
を
結
ぶ

事
業
を
展
開
す
る
C
I
C
L
O
代
表
・
八
太
菜
々
子
さ
ん
に
、

活
動
か
ら
見
え
る
Z
世
代
の
思
考
や
行
動
を
う
か
が
っ
た
。

I n t e r v i e w
ZG e n e r a t i o n

合同会社CICLO
八太 菜々子さん

29 June  2024

図3 Z世代の地域とのかかわりへの
 意識と実施（男女別）

男性

実施した（意識して実施した＋意識しなかったが実施した）・計（％）

実施した（意識して実施した＋意識しなかったが実施した）・計（％）
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因子1「地域志向性」と相関係数の高かった6項目
●自ら主体的に参加する・体験する
●地域のためになること、貢献できることを選ぶ
●暮らすように旅をする
●旅行先の風土や生活習慣を体験する
●地元の人に積極的に話しかけて情報を聞いたり交流する
●将来の移住やライフスタイルの参考になりそうな旅をする
（●内の数字は調査年、以下同様）
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い
て
い
る
印
象
で
す
。

池
内
　
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
体
験
で
き

た
か
ら
か
、
地
域
の
人
と
交
流
で
き
た
か

ら
か
、
ど
う
い
う
点
が
満
足
感
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

八
太
　
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
が
、
地
域
の
人

と
の
交
流
あ
り
き
で
も
あ
り
ま
す
。
普
段

で
き
な
い
よ
う
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
造

成
す
る
に
は
、
ま
ず
地
元
の
方
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
。
そ
う
し
て
信

頼
関
係
を
築
い
た
か
ら
こ
そ
特
別
な
体
験

の
商
品
化
に
地
元
の
方
も
協
力
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実

施
時
も
地
元
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
な
く
し
て

は
で
き
な
い
た
め
、「
地
域
ら
し
い
特
別
な

体
験
」
は「
地
域
の
人
と
の
交
流
」
と
セ
ッ

ト
で
、
そ
こ
が
魅
力
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
り
が
ち
で
は
な
い
体
験
ゆ
え
事

前
に
想
像
が
あ
ま
り
で
き
ず
、
内
容
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
参
加
さ
れ
る
の
で
、

「
予
想
以
上
に
面
白
か
っ
た
」
と
満
足
さ
れ

る
方
も
多
い
。
情
報
誌
な
ど
で
は
知
り
得

な
か
っ
た
、
未
知
の
体
験
が
で
き
た
特
別

感
も
感
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

池
内
　
中
高
年
層
だ
と「
雑
誌
に
載
っ
て

い
た
写
真
の
場
所
を
実
際
に
確
認
で
き
て

満
足
」
と
い
っ
た
考
え
方
を
す
る
と
の
デ

ー
タ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
Ｚ
世
代
は
そ
う

い
う「
答
え
合
わ
せ
」
で
は
満
足
し
な
い

ん
で
し
ょ
う
ね
。
雑
誌
に
載
っ
て
な
い
こ

と
を
地
元
の
人
か
ら
聞
け
た
発
見
感
が
、

満
足
度
を
高
め
る
と
い
う
か
。

八
太
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
、
今
は
名
所

の
き
れ
い
な
写
真
は
い
く
ら
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
興
味
を
引
く
入
口
と
し
て

美
し
い
景
色（
の
写
真
）
は
有
効
で
す
が
、

訪
問
後
に
心
に
残
る
の
は
名
所
の
近
く
で

発
見
し
た
、
ネ
ッ
ト
に
も
情
報
が
な
い
モ

ノ
ゴ
ト
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
だ
か
ら
せ
っ

か
く
足
を
運
ん
で
く
れ
た
人
に「
実
は
こ

ん
な
魅
力
も
あ
り
ま
す
」
と
伝
え
る
態
勢

づ
く
り
も
大
切
で
し
ょ
う
。

挑
戦
す
る
舞
台
と
し
て
の 

可
能
性
を
地
域
に
見
出
す
人
も

池
内
　
情
報
が
多
い
か
ら「
映
え
る
」
だ

け
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
う
、
そ
の
周
辺
に

地
域
ら
し
い
体
験
や
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ

価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
る
ん
で
す
ね
。
Ｚ

世
代
が
地
域
に
価
値
を
感
じ
る
部
分
は
、

他
に
も
あ
り
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

八
太
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が

あ
る
、
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
佐

渡
島
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
企
画
し

た
際
、
半
年
ほ
ど
休
学
し
て
参
加
し
た
東

京
の
大
学
生
は
カ
フ
ェ
を
開
く
の
が
夢
だ

そ
う
。
と
は
い
え
東
京
で
は
開
業
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
だ
け
ど
佐
渡
で
過
ご
す
間

に
地
元
の
方
と
交
渉
し
て
、
期
間
限
定
の

カ
フ
ェ
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

う
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
舞
台
と
し
て
、

東
京
よ
り
も
地
方
に
可
能
性
を
感
じ
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。

池
内
　
そ
の
方
は
休
学
し
て
移
住
体
験
の

よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
域
に

興
味
を
抱
い
た
Ｚ
世
代
が
移
住
す
る
こ
と

は
今
後
、
増
え
る
と
思
い
ま
す
か
。

八
太
　
生
活
す
る
に
は
仕
事
が
必
要
な
の

で
、
移
住
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
あ
る
で

し
ょ
う
。
た
だ
、
ず
っ
と
定
住
す
る
か
は

別
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う

な
移
住
し
や
す
い
制
度
も
増
え
て
い
ま
す

し
、
仕
事
さ
え
あ
れ
ば
移
住
す
る
人
は
多

い
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
る
に
は
地
域
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
育
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
点

で
い
う
と
地
域
の
人
と
交
流
す
る
観
光
体

験
を
楽
し
む
こ
と
が
、
移
住
の
フ
ッ
ク
に

な
る
で
し
ょ
う
。

池
内
　
移
住
者
を
増
や
す
の
は
簡
単
で
は

な
い
け
れ
ど
、「
観
光
」
に
地
域
と
の
交
流

が
紐
づ
い
て
い
る
と
地
域
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
中
長
期
的
に
は
移
住
に
結
び
付
く

可
能
性
が
高
ま
り
そ
う
で
す
ね
。

地域×Z世代：CICLOの取り組み
「玉露づくりの体験プログラム」
日本三大玉露の産地の一つ・静岡県藤枝市朝比
奈地域は、生産者の高齢化が課題。製茶技術・
文化の継承に向けた関係人口創出を目指し、体
験プログラムを造成した。Z世代の参加者は稲
わらを編む「菰づくり」やお茶農家での昼食など、
「東京ではできない体験」に新鮮な喜びを感じて
いる。さらに参加者の学生の1人は、放棄茶畑の
再生に取り組む学生団体を立ち上げたそう。

C o l u m n
ZG e n e r a t i o n

県内最小人口の町・静岡県松崎町では町内外のつながりを育ん
で活力とするため、住民とともに来訪者が町の魅力を楽しむ体
験プログラムを実施。プログラム終了後も参加者に町の情報を
発信し、継続的な関係性構築を目指している

30



楽
し
く
、
気
軽
に
靴
下
製
造
の 

魅
力
が
体
感
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫

　
明
治
後
期
か
ら
農
業
の
副
業
と
し
て
広

ま
っ
た
靴
下
産
業
に
お
い
て
、
生
産
量
日

本
一
を
誇
る
奈
良
県
広
陵
町
。
だ
が
１
９

９
０
年
代
に
な
る
と
安
価
な
輸
入
製
品
が

台
頭
し
、
最
盛
期
は
２
０
０
軒
以
上
あ
っ

た
町
内
の
製
造
工
場
も
い
ま
や
35
軒
に
。

価
格
競
争
や
環
境
変
化
を
乗
り
越
え
、
時

流
に
応
じ
た
工
夫
を
重
ね
た
事
業
者
が
現

在
ま
で
靴
下
製
造
を
続
け
て
い
る
。
１
９

２
７
年
に
創
業
し
、
５
代
目
・
出
張
耕
平

さ
ん
が
現
社
長
を
務
め
る（
株
）創
喜
も
、

そ
ん
な
靴
下
工
場
の
一
つ
だ
。

　
靴
下
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
を
し
て
い
た
先
代

か
ら
工
場
を
継
い
だ
出
張
さ
ん
は
２
０
１

４
年
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
始
動
。
初
め
て

自
社
製
品
を
売
り
込
む
に
あ
た
り
、
靴
下

売
場
に
並
ぶ
他
社
製
品
に
勝
て
る
強
み
を

打
ち
出
す
必
要
性
を
感
じ
た
と
い
う
。「
う

ち
の
強
み
は
希
少
な
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
編
み
機

を
用
い
る
靴
下
を
自
社
製
造
で
き
る
技
術

力
。
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
の
飲
食
店
の
よ
う
に
製
造
風
景
を

見
せ
る
実
演
販
売
を
し
よ
う
と
思
い
つ
き

ま
し
た
」。
そ
こ
で
百
貨
店
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ス
ト
ア
に
持
ち
運
べ
る
小
型
編
み
機

を
探
し
出
し
、
工
業
用
機
械
の
電
圧
を
確

保
せ
ず
と
も
楽
に
動
か
せ
る
よ
う
手
動
の

可
動
部
を
改
造
。
自
転
車
を
漕
ぐ
と
編
み

機
が
動
く
特
製
マ
シ
ン
を
造
り
上
げ
た
。

そ
う
し
て
誰
も
が
気
軽
に
靴
下
作
り
を
体

験
で
き
る
実
演
販
売
に
臨
む
と
、
人
だ
か

り
が
で
き
る
大
盛
況
に
。
そ
の
後
も
ク
ラ

フ
ト
市
な
ど
で
体
験
・
販
売
会
を
行
い
、

好
評
を
得
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍

で
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
に
。
し
か
し

こ
れ
を
転
機
と
捉
え
た
出
張
さ
ん
は
、
足

漕
ぎ
マ
シ
ン
で
靴
下
作
り
が
体
験
で
き
る

工
場
併
設
シ
ョ
ッ
プ
を
２
０
２
１
年
に
オ

ー
プ
ン
。「
広
陵
町
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
工
場

が
主
な
た
め
、
お
土
産
用
の
靴
下
シ
ョ
ッ

プ
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。〝
日
本
一
の

靴
下
の
町
〞
を
名
乗
り
な
が
ら
、
も
っ
た

い
な
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
人
を
呼
ぶ
に
は
直
売
店
が
あ
る
だ
け
で

は
弱
い
。
そ
こ
で
実
演
販
売
で
手
応
え
を

感
じ
た
、
靴
下
作
り
が
楽
し
め
る
シ
ョ
ッ

プ
を
開
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
」。

　
靴
下
作
り
の
体
験
中
は
、
歴
史
や
技
術
、

製
造
工
程
な
ど
の
靴
下
作
り
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
説
明
。「
靴
下
作
り
を
身
近
に
感
じ
、

弊
社
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
出
張
さ
ん
。
体
験
者
は
30
代
〜
40
代
が

最
多
で
次
が
20
代
。
学
校
の
長
期
休
暇
期

間
に
は
10
代
も
増
え
る
そ
う
。
カ
ラ
フ
ル

な
糸
を
飾
っ
て
写
真
映
え
を
意
識
し
た
内

装
や
、
自
転
車
を
漕
い
で
靴
下
を
作
る
意

外
性
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
と
の
相
性
も
よ
く
、

口
コ
ミ
で
評
判
が
拡
散
。
昨
年
は
年
間
約

６
０
０
０
人
が
体
験
し
た
。

　
靴
下
製
造
業
の
強
み
・
魅
力
を
伝
え
る

方
法
を
探
り
、
土
台
は
変
え
ず
楽
し
さ
・

気
軽
さ
を
付
与
し
、
見
栄
え
も
意
識
し
た

靴
下
作
り
体
験
。
こ
の
試
み
は
、
地
場
産

業
や
地
域
の
風
土
を
フ
ッ
ク
に
し
た
体
験

商
品
造
成
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

（株）創喜「S.Labo」
奈良県広陵町

靴下工場・創喜が2021年12月、ファク
トリーショップ「S.Labo」をオープン。
靴下編み機と自転車を融合させたマシ
ン「チャリックス」による靴下作り体験
を、30分3300円で実施。36色の糸
から3色を選んでローゲージ靴下を編
み、完成品を持ち帰ることができる。

若
者
を
含
め
年
６
０
０
０
人
が
来
場
！

町
工
場
発
・
地
場
産
業
の
体
験
商
品

旅
先
の
風
土
や
交
流
に
興
味
が
あ
る
Ｚ
世
代
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、

そ
れ
を
体
験
す
る
場
を
用
意
せ
ず
に
は
彼
ら
を
呼
び
込
む
の
は
難
し
い
。

地
域
特
有
の
産
業
を
活
か
し
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
、

観
光
地
で
は
な
い
町
に
多
く
の
来
訪
者
を
招
い
て
い
る
事
例
を
参
考
に
し
た
い
。

C a s e S t u d y
ZG e n e r a t i o n

担当研究員
じゃらん
リサーチセンター　
池内 摩耶

写真中央が創喜社長・出張さん。自転車
を10分ほど漕ぐと靴下1足が編めて、そ
の後にスタッフが仕上げ縫いなどを行っ
て完成

31 June  2024

担 当 研 究 員より

体験プログラムは
地域から旅人へのメッセージ
コロナ禍は観光において訪れる人と地
域の人双方の意識を大きく変える契機
となった。本レポートではZ世代の地域
志向の高まりに注目したが、地域の人々
もまた自らの地域価値・魅力について再
確認する機会となったのではないだろう
か。体験プログラムの原点は、その地域
独自の価値を旅人に伝えることだ。地
域でのリアルな体験交流を軸に訪れる
地域を検討するZ世代の登場により、体
験プログラムを見極める目は厳しくなっ
ていくだろう。地域価値と紐づかない一
過性のブームなどの表面的なプログラム
では、Z世代の期待に応えることができ
ず、失望を招いてしまう。地域の本質や
魅力に対する誠実な理解が体験プログ
ラム成功のカギなのだ。



価値と感動を生み出す人に
インタビュー

笑いを作り、ゲームを作るのは、「そういう人」だから。
天性の「芸人」の言葉に、「仕事」とは何か、モノ作りとは何かを考えさせられる。

ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
ゲ
ー
ム
作
り
も
含
め

自
分
の
行
為
は
全
部『
お
笑
い
』。

勉
強
不
足
だ
か
ら
こ
そ
前
向
き
に

挑
戦
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

写真／佐藤兼永

思
い
つ
き
が
全
て
仕
事
に
な
る

「
種
族

：

芸
人
」の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
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何
の
知
識
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

ゲ
ー
ム
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

　賞
レ
ー
ス
の
優
勝
経
験
も
持
つ
芸
人

で
あ
り
な
が
ら
、
今
や
「
ゲ
ー
ム
を
作

る
人
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
野
田
ク
リ

ス
タ
ル
氏
。
初
め
て
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た

の
は
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の
「
一
回
も
や

っ
た
こ
と
の
な
い
特
技
を
披
露
す
る
」

と
い
う
企
画
の
た
め
だ
っ
た
。

 

「
制
作
期
間
は
一
週
間
く
ら
い
。
文
字

し
か
出
な
い
ゲ
ー
ム
で
、『
Ｒ
Ｐ
Ｇ
』
と

言
っ
て
る
だ
け
の
、
ほ
ぼ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
し
た
（
笑
）」

　そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
る
の
は
、
パ

ズ
ル
を
解
く
よ
う
に
考
え
な
が
ら
コ
ツ

コ
ツ
作
る
作
業
が
意
外
と
性
に
合
っ
て

い
た
か
ら
、
そ
し
て
個
人
制
作
の
ゲ
ー

ム
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
か
ら
だ
。

 

「
大
手
の
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
は
大
き
な

投
資
も
す
る
か
ら
、
売
れ
る
理
由
が
説

明
で
き
な
い
と
作
れ
な
い
で
す
け
ど
、

個
人
は
そ
う
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
今

は
ゲ
ー
ム
を
作
る
ア
プ
リ
も
進
歩
し
て

い
る
か
ら
、
個
人
で
も
意
外
と
す
ご
い

も
の
が
作
れ
て
、
そ
れ
を
世
界
中
の
人

が
遊
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

夢
が
あ
り
ま
す
よ
ね
」

　何
の
知
識
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
作
り

始
め
た
か
ら
、
作
る
う
ち
に
壁
に
も
ぶ

お
笑
い
芸
人

　マ
ヂ
カ
ル
ラ
ブ
リ
ー

野
田 

ク
リ
ス
タ
ル

C
rystal N

oda
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「野田ゲー」として愛される野田クリスタ
ル氏 作のゲームとしては、Nintendo 
Switch用ソフト「スーパー野田ゲー
PARTY」「スーパー野田ゲーWORLD」
がリリースされているが、最新作として
2024年に発売予定なのが「スーパー野
田ゲーMAKER」。「ゲームを作る意気込
み」や「主人公の性格」など「野田AI」の
質問に答えていくことで、ゲームが「作れ
たり作れなかったりする」（野田氏）とい
うゲーム生成ゲームだ。

最新の「思いつき」が形に
「スーパー野田ゲーMAKER」

ち
当
た
る
。
そ
れ
で
も
と
に
か
く
「
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
」
と
考
え
る
。

 
「
そ
れ
こ
そ
ゲ
ー
ム
で
は
、
敵
と
一
生

懸
命
戦
っ
て
も
倒
さ
な
い
と
経
験
値
が

入
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
前

で
や
め
ち
ゃ
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
よ
ね
。
僕
が
ゲ
ー
ム
を
作
る
と
き
は

ま
ず
バ
ー
ッ
と
タ
ス
ク
を
書
き
出
す
ん

で
す
が
、
書
け
る
っ
て
こ
と
は
そ
の
時

点
で
超
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
う

で
は
な
い
、
思
い
も
か
け
な
い
バ
グ
な

ど
を
超
え
る
か
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る

ん
で
す
。
筋
ト
レ
は
前
回
で
き
な
か
っ

た
最
後
の
２
回
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
っ

て
言
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
と
同
じ
で

す
」　そ

ん
な
様
子
を
ス
ト
イ
ッ
ク
と
い
う

人
も
い
る
が
、
自
分
で
は
全
く
そ
う
は

思
っ
て
い
な
い
。

 

「
目
的
が
あ
る
か
ら
勉
強
す
る
け
ど
、

基
本
は
勉
強
し
た
が
ら
な
い
、
サ
ボ
り

た
が
る
。
勉
強
不
足
の
結
晶
体
み
た
い

な
も
ん
で
す
。
そ
ん
な
ヤ
ツ
よ
り
、
何

も
な
く
て
も
勉
強
し
て
、
そ
の
備
え
で

壁
を
乗
り
超
え
る
人
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ

ど
ス
ト
イ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」

芸
人
は「
職
業
」で
は
な
く
、

「
そ
う
い
う
人
」だ
と
い
う
こ
と

　15
の
と
き
か
ら
か
ら
お
笑
い
を
や
っ

て
い
て
、
芸
人
を「
職
業
」だ
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
で
は
野
田
氏
に
と
っ
て
芸

人
と
は
何
な
の
か
？
と
問
う
と
「
自
分

は『
そ
う
い
う
人
』と
い
う
こ
と
。
芸
人

と
い
う
『
種
族
』
な
ん
で
す
」
と
言
う
。

 

「
ゲ
ー
ム
作
り
も
含
め
て
自
分
が
や
っ

て
い
る
行
為
は
全
部
お
笑
い
だ
と
思
っ

て
ま
す
。
強
い
て
本
業
は
何
か
と
い
え

ば『
ネ
タ
を
や
る
こ
と
』で
、
逆
に
言
え

ば
テ
レ
ビ
の
仕
事
も
副
業
な
ん
で
す
よ

ね
」　そ

し
て
副
業
で
あ
っ
て
も
仕
事
は
仕

事
。
テ
レ
ビ
の
仕
事
も
ゲ
ー
ム
作
り
も

「
芸
人
の
仕
事
」だ
か
ら
や
る
。
そ
う
思

え
な
い
仕
事
は
し
な
い
。
そ
の
境
界
線

は
「
自
分
が
何
か
を
思
い
つ
く
こ
と
で

よ
く
な
る
か
ど
う
か
」
に
あ
る
と
野
田

氏
は
考
え
る
。「
仕
事
」
と
そ
の
他
の
境

界
を
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
人
は
、
実

は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

知
識
の
な
い
人
の
思
い
つ
き
が

も
っ
と
増
え
た
っ
て
い
い

 

「
思
い
つ
き
」
で
「
お
も
し
ろ
い
」
が
生

ま
れ
る
世
界
は
豊
か
だ
。
最
後
に
、
そ

ん
な
「
思
い
つ
き
」
が
も
っ
と
活
か
さ

れ
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
を
聞
い
て

み
た
。

 「『
勝
手
に
や
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
！
』
じ

ゃ
な
い
で
す
か
ね（
笑
）。
だ
っ
て
あ
な

た
が
損
し
よ
う
が
失
敗
し
よ
う
が
、
あ

な
た
が
転
ぶ
だ
け
。
あ
と
は
そ
れ
に
対

し
て
前
向
き
か
ど
う
か
で
、
転
ん
だ
こ

と
を
『
経
験
値
に
な
っ
た
！
次
は
勝
て

る
！
』
っ
て
思
う
、
前
向
き
な
バ
カ
が

増
え
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
」

　足
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
は
「
自
分

が
思
い
つ
く
程
度
の
こ
と
は
誰
か
が
や

っ
て
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
う
」
か

ら
。
野
田
氏
が
そ
う
思
わ
ず
に
何
か
を

生
み
出
せ
る
の
は
「
知
識
が
な
い
か

ら
」
だ
。

 

「
ゲ
ー
ム
で
言
え
ば
、
僕
が
好
き
な
の

は
作
る
こ
と
、
要
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
、

イ
ン
プ
ッ
ト
が
少
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

知
識
が
な
い
か
ら
こ
ん
な
に
自
信
が
持

て
る
ん
で
す
（
笑
）。
で
も
、
同
じ
よ
う

な
も
の
を
イ
ン
プ
ッ
ト
の
あ
る
人
が
す

で
に
作
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
知
識
が

な
い
人
間
が
作
る
と
ち
ゃ
ん
と
別
の
も

の
に
な
る
ん
で
す
よ
」

 

「
カ
ス
カ
ス
の
状
態
で
出
す
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
」
を
み
ん
な
も
っ
と
試
み
た
ほ
う

が
い
い
。
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と

後
か
ら
分
か
れ
ば
「
あ
、
や
っ
て
ま
し

た
か
！
」
で
い
い
。
何
か
を
始
め
る
か

迷
っ
た
と
き
、
思
い
出
し
て
み
た
い
言

葉
だ
。

1986年神奈川県出身。15歳で芸人として活動を始
め、2007年にお笑いコンビ「マヂカルラブリー」を
結成。2020年にはR-1ぐらんぷり、M-1グランプリで
優勝。「スーパー野田ゲーWORLD」(Nintendo 
Switch)などゲームクリエイターとしての作品も

野田氏いわく「絶対世界初」のゲーム。制作
にはクラウドファンディングも行われた
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旅
の
思
い
出
が
、イ
ン
ク
の
色
と
と
も
に
蘇
る

約
90
色
、さ
ら
に
増
色
中
の
ご
当
地
イ
ン
ク
を
お
み
や
げ
に

神
戸
の
街
を
色
で
伝
え
る

「
神
戸
イ
ン
ク
物
語
」

兵
庫
県
神
戸
市 

取材・撮影協力

ナガサワ文具センター
兵庫県神戸市中央区江戸町93
栄光ビル7階
☎078-321-5600（代表）
https://kobe-nagasawa.co.jp/

NAGASAWA神戸煉瓦倉庫店
兵庫県神戸市中央区
東川崎町1-5-5
ハーバーランド煉瓦倉庫南棟
☎078-371-8130 

神戸市

「Kobe INK物語」50色
で描いたポストカード
と、神戸風景をあしらっ
た万年筆「Kakuno× 
NAGASAWA」と共に

インク沼にハマった先にはガラスペンの沼が。写真のペ
ンはNAGASAWAオリジナル「陽揺 yo-yo」（ぐり工房）

ポストカード／©清原健彦

神戸煉瓦倉庫店の試筆
コーナーでは、過去に
期間限定で販売した限
定インクも含め「Kobe 
INK物語」全色を、椅子
に座って心ゆくまで、試
し書きを楽しめる

　文
具
の
祭
典「
文
具
女
子
博
」
に
、

わ
ん
さ
か
集
う
文
房
具
ブ
ー
ム
の
中
、

イ
ン
ク
部
員
が
聖
地
と
目
す
る
の
が

「
N
A
G
A
S
A
W
A
神
戸
煉
瓦
倉
庫

店
」だ
。
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
一

角
に
隠
れ
家
の
よ
う
に
佇
む
店
内
に
、

神
戸
の
街
々
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ク
が
現
時
点
で
86

色
。
2
0
0
7
年
に
誕
生
し
た「
六
甲

グ
リ
ー
ン
」に
続
く「
波
止
場
ブ
ル
ー
」

「
旧
居
留
地
セ
ピ
ア
」の
神
戸
三
原
色

か
ら
始
ま
り
、
年
5
色
程
の
ペ
ー
ス
で

神
戸
の
街
や
ス
ポ
ッ
ト
を
名
前
に
冠
し

た
新
色
が
増
え
続
け
て
い
る
。
開
発
に

8
年
を
要
し
た
と
い
う
人
気
色「
神
戸

ヒ
メ
ア
ジ
サ
イ
」を
は
じ
め
ど
の
色
も
、

地
域
の
方
々
や
イ
ン
ク
開
発
者
そ
れ
ぞ

れ
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
く
り
表
現
さ
れ

た“
ら
し
さ
”が
魅
力
的
な
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
。
こ
ん
な
に
あ
っ
て
選
び
き
れ
な

い
と
い
う
心
配
は
無
用
で
あ
る
。
全
色

一
覧
の
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ
で
色
の
沼
に
浸

り
、
次
は
ど
の
街
を
訪
れ
、
ど
の
色
を

手
に
入
れ
よ
う
か
と
、
妄
想
し
て
楽
し

む
旅
が
待
っ
て
い
る
か
ら
。

●13
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訪日外国人が増えています。コロ
ナ禍以降、ここまで日本を求めて訪
れてくれるのかと、感謝と感動の気
持ちになります。しかし、2019年と
2023年の三大都市圏の宿泊率を
観光庁「宿泊統計調査」で比較す
ると、2023年の方が7.8%増加して
いることがわかります。三大都市圏
ではオーバーツーリズムが課題とな
る一方、地方はさらなる誘客に力を
注ぎたい状況です。訪日客を地方
に動かす・地方分散を成功させる
原動力は何なのか？今回のとーり
まかしでは、秋田県での3年間の研
究から、そのヒントを皆様にご報告
したいと思います。地方ならではの
価値に愛着と自信を持ち、そのあふ
れる想いを伝えることの重要性が
見えてきました。
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未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。

お問い合わせは左記メールアドレスまでお願いいたします。

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

じゃらんリサーチセンター

私たちの活動領域

観光に関する研究

情報発信

観光・地域振興支援
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調
査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実
験し、具体的な手法や需要の開発にチャレンジしてい
ます

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、JRC（じゃ
らんリサーチセンター）が得た知見や提案を余すことなく広く世
の中に発信していきます

○調査・分析　   ○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる→情報発
信→誘客→振り返り→次へ、というサイクルを回しな
がら、地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っ
ていきます

心
を
動
か
す
、
日
本
を
元
気
に
す
る

観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
応
援
情
報
誌

2
0
2
3
年
9
月
号

vol.

心を動か
す、

日本を元
気にする

観光・レジ
ャーの

プロデュー
サー

応援情報
誌2023年

9月号

73

vol.

73

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／

持続可能
な「DMO

経営」学

第4回

「観光
地」でな

くとも人
を呼べる

！

研修プロ
グラム開

発

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエスト
ロの肖像

株式会社集英社　週刊ヤングジャンプ編集部　

編集主任  『ゴールデンカムイ』担当編集

大熊八甲

Nostalgic but Innovative

ちょっと
気になる

おみやげ
手帖

佐賀県

丸ぼうろ

「じゃらん宿泊旅行調査2023」より

コロナで
どうなっ

た？

国内旅行
の

ビフォー
／アフタ

ー

「LGBT等のセクシュアルマイノリティ

対応の研究」より

誰もが楽
しめる旅

に向けて

LGBT
の旅の

困りごと
後編：事

例編

「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

地域ごと
の特性や

注目度を
把握し、

マーケテ
ィング戦

略の解像
度を上げ

る！

戦略的自
己分析の

ススメ

リクルート
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0
2
3
年
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月
号

vol.
心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
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応援情報誌

2023年12月号

74

vol.
74

連載

＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第5回

自ら創れ！地域の起爆剤となる
食・買・泊の自主事業

価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
写真家／会社員

toshibo
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
山形県

ふうき豆

静岡大学共同研究
「キャリア教育に余暇の過ごし方の
視点を取り込んだ
教育プログラム開発」他

旅は人生の「必修科目」？

旅と教育
「帰る旅」プロジェクトレポート2023

旅人と地域の関係性を拡張せよ！

「帰る旅」がもたらす
新たな旅の形とは

子
ど
も
と
大
人
で

共
創
す
る

地
域
産
業
の
未
来

地
球
コ
ク
リ
！
２
０
２
３

探
究
型
教
育
＆
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
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2
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2
4
年
3
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2024年3月号

75

vol.
75

連載
＼先進事例に成功のヒントあり／
持続可能な「DMO経営」学
第6回
「DMO経営」に求められること価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像建築家
隈研吾

Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
鹿児島県
椿油

じゃらんリサーチセンター  ×
ブログウォッチャー共同研究
市場によって周遊ルートはどう違う？地図で読み解くインバウンド地方分散研究王道からおすすめ穴場温泉地まで

発表！ じゃらん人気温泉地
ランキング２０２４選ばれる温泉地

オーバーツーリズムとの向き合い方

住民の３つの「不」から考える

じゃらんリサーチセンター × 東京観光財団 × 台東区　

共同研究
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価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
お笑い芸人　マヂカルラブリー

野田クリスタル
Nostalgic but Innovative
ちょっと気になるおみやげ手帖
兵庫県

インク

仙台市、VISITはちのへ、
みよしDMO、箱根登山バス
チャレンジャーに聞いてみた！

観光現場の
DMP活用事例

「じゃらん宿泊旅行調査」再分析より 
自分だけの
リアルな体験・交流を求めて

Z世代の
旅行スタイル

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

「
３
年
の
計
」

高
付
加
価
値
旅
行
者
を

呼
び
込
む

『
秋
田
県
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
欧
米
豪
ミ
ド
ル
富
裕
層
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』研
究
よ
り
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